
生
活
習
慣
改
善
で
病
気
を
防
ご
う

２
月
は
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
『
健
康
診
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
』

生
活
習
慣
病
は

、
運
動
不
足
・
食
事
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
・
精
神
的
ス
ト
レ
ス

等
が
原
因
で
発
症
す
る
と
い

わ
れ
て
い

ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
診
査

・
健
康
教

育
・
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
や
健
康
保
持
増
進
の
た

め
に
、
各
種
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で

、
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り

に

、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

固

保
健
福
祉
課
？
一
’一
・
7
4
8
5

年
に
一
度
は

健
康
診
査
を

自

分

で
は

「
健
康

だ
」
と

思
っ
て

い
て
も

、
気
付

か

な

い
う
ち

に
病
気

が
進
行

し
て

い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

特
に

、
生
活

習
慣

病
と

い
わ
れ
て

い
る

が
ん

・
心

臓
病

・
脳

卒
中
な
ど

の
病
気

は
、

初
期

の
症
状

が
ほ
と

ん

ど
な

い
た
め

に
発
見

が
遅

れ
、
気
付

い
た
時

に
は

も
弓

手

遅
れ
・：
と

い
う

こ

と

が
少
な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

健
康

診
査

は
、

そ
ん
な

自
覚
症
状

の
な

い
病
気

を
発
見

す

る
た
め
の
手

段

で
す

。

ま
た

、
健

診
を
受

け

る
と
現
在

の

健
康
状

態
を
チ

ェ

ッ
ク
で

き
ま
す

。

健
診

結
果

か
ら
自

分

の
生
活
習

慣

の
問
題

点
に

気
付

き
、
そ

の
後

の
生

活

習

慣
を
改

善
し

て

い
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

健
診

結
果

に
一
喜

一
憂

す

る
だ

け

で
な
く

、
上
手

に
結
果

を
生

か
し
て

、

自
分

の
健

康
管
理

に
役
立

て
ま
し

よ

松戸市の死因 別死

亡者数
ワースト５

がん　 心臓病　ヶ脳卒中　　帥炎　不癲の事故

市
で

は
、

基
本
健

康
診

査
な

ど
を

保
健
福

祉
セ

ン

タ
ー
等
（
集
団

検

診
）

や
委
託

医
療

機
関

（
個

別
検
診

）
で

行

っ
て

い
ま

す

。

詳
細

に

つ

い
て

は
、
年

度

初
め

の

広
報
ま

つ

ど
に
掲

載
し

ま
す

。

健
康
は
食
事
か
ら

「
食

べ
る
こ

と
」

は
、
私

た
ち

に

と

っ
て
最

大

の
楽

し
み

の

一
つ
と

い

え
ま

す

。
と
こ

ろ

が
忙

し

さ
な
ど

を

理
由

に
、

と
か

く
現
代

人

は
食
事

を

お

ざ
な
り

に
し

が
ち

で
す

。

好

き
な

も

の
を
、
好

き

な
だ
け

食

べ
て

ば
か
り

い
る
と

、
栄

養
の

バ
ラ

ン

ス
を
取

る
こ

と

が
で
き

ま
せ

ん
。

こ

の
食
生

活

の
乱

れ
が
、

が
ん

・
心

ベスト体重を知ろう

肥満を知る目安としては、ＢＭ日 ボディー・マス・インデックス）と

いう体格指数がよく使われます。下の計算式に自分の体重と身長を入れ

て計算してみましょう。

(身 長)(身 長)(体重)

臓

病

・
脳

卒
中

・
糖
尿

病
な

ど

の
生

活
習

慣
病

を
引

き
起
こ

す
最

も
大

き

な
要

因
と

な
り

ま
す

。

生
活
習

慣
病

の
予

防
の
第

一
歩

は

食

生
活

の
見
直
し

で

す
。

食
生
活

の

ポ
イ

ン
ト

一
日

三
食

、
主
食

、
主
菜

・
副

菜

を
基
本

に
食

事

の
バ
ラ

ン
ス

を

食

塩
は

一
日

十

河
以
下

に
な

る
よ

弓

調

理
に
工

夫
を

野

菜
は

一
日

三
百

五
十

條
を
目

標

に脂

肪

は
取

匯
夕過

ぎ
な

い
よ
う

に

、

動
物

性

の
脂
肪

よ
り
植

物
性

の
油

を
中

心
に

適
量

を

食

卓
を
家

族
の
ふ

れ
あ
い
の
場

に

19.8 未 満
-
や せ

19.8以上24.2未満

正常域

24.2以上26.4未満

太りぎみ

26.4以上

肥満

口いろいろな調査からBMI22 前後の人が最も病気にかかりにくいことがわかっ

ています。

あなたの標準体重は？

(身長)(身 長)

平
成
1
2年
国
勢
調
査
速
報
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

平
成
1
2年
国
勢
調
査
の
速
報
値

が
1
2月
2
2日
に
総
務
庁
統
計
局

か

ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回

の
調
査
で
は
皆

さ
ん
の
多

大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

平成12 年国勢調査速報値
インフルエンザ

(平成 捏年10 月１日現在)

誠
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
勢
調

査
員
と
し
て
尽
力

さ
れ
た
皆
さ
ん
に

は
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

な
お
、
速
報
値
は
後
日
総
務
省

統
計
局
か
ら
発
表
さ
れ
る
確
定
値

と
は
異
な
り
、
修
正

さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

圖

総
務
課
統
計
係
？
3
6
6
・
８
０
５

早＜治すには無理をしないことです。特

に、お年寄りや子ども、持病のある人は重

症化しやすいので、軽＜考えないで早めに

医師に診てもらいましょう。

ロ インフルエンザ相談ホットライン（3月31 日 ま で）

国立感染症研究所･ 感 染症情報センター？03-5285-1231S03-5285-1233

E-mail  influenza@nih.go.jp

ロ インフルエンザに関するホームページ

厚生労働省ホームページ　h 扛p://v＼AΛΛ/v.mhlｗ.90扣

国 立感染症研究所・感染症情報センターホームページ　h 扛p://idsc.nih.go.jp

固 保 健福祉課予防衛生係？366-7484

ごみの分別が変わります　　②

確定申告書等は

自分で書いてお早めに　　③

国保と老人保健の

一部が変わりました　　④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

この冬、インフルエンザに負けないために
人口と世帯

囗

は
前
月
比

467,274人　［＋　20]　

235,996人　［＋　43]

231,278人　［－　23]

183,633 世帯［＋　65 ］

人口

男

女

世帯

主な内容

生活習慣病予防教室の運動コース（小金保健福祉センターで）

あなたのBMIは？

BMI判

定表

松戸市の総人口

…464β36人

男…234,555.人

女…2凪281 人

世殤数…182,524世帯

石からだの抵抗力をつける

・十 分 な 栄 養 と 休 養を と る

………､こ､ス ト レ ス を た めな し ／づ

灸 かか っ た か な と 思 った ら　 ＼

・食 事 は消 化 の よい 温 か い も の を

・保 温も 大 切 （体 を冷 や さ な い ）

・水 分 を 十 分にと る　　　　　
ノ

八` 寸 に か ＜ 安静　　　
……｡戸
ダ ゛́
’ダ‘侫 ウイルスをもらわない

・人込みを避ける

・室内の卓訟氣こ気を付ける

・手洗いとうがいをする

＼几デスクを着用する
よ 回

／’

かかる前に予防こじらす前に治療



4月1日から、家電リサイクル法によって指定された4品目（洗瀧幾、ブラウン管テ

レビ、エアコン、冷蔵庫）を廃棄するときは、家電を買い換えた小売業者または購

人した小売業者に引き取ってもらいます。

引き取りの際には、リサイクル費用と収集運搬の費用の両方を支払うことが法律に

より義務付けられます。

品　目 リ サ イ ク ル 料 金 等 （ 税 別 ）

洗濯機 2,400円十収集運搬費

ブラウン管テレビ 2,700円十収集運搬費

エアコン 3,500円十収集運搬費

冷蔵庫 4,600円十収集運搬費

※平成12 年9月8 日に公表された松下･

三菱・日立・東芝・シャープ ・ソニ

ー製品の料金です( 各社月額)。

※各製品の大きさには関係なく 、統

畿 。

※このリサイクル料金は全国共通で

す。

※詳細は市のホームページでも見られます。

h廿p://www.intership.ne.jp厂mcity/matsudo/gomi/

ミニリサイクルプラザの抽選会

まだ使える木製粗大ごみを再生・

展示・販売しているミニリサイクル

プラザでは 、現在第5 回抽選会に向

けて再生品を展示し 、申し込みを受

け付けています。お気軽にお立ち寄

りください。

開場日時

毎週月～金曜日午前10 時～午後4時

〔休場日＝祝日、年末年始(12 月28 日～1 月４日)〕

第5回抽選会 ……2 月 ８日困午前11 時から

当選者引取期間…2月 ８日(沛)抽選会後～午後2時

13日(火)午後2時～4時

14日(ﾎ)午前9時30 分～11 時30 分

石日困午後2時～4時

16日廊午前9時30 分～11 時30 分

18日日 午前10 時～午後4時

臨時休場…………2月19 日㈲次回展示品準備のため

入選作品展示会

選挙管理委員会・明るい選挙推進

協議会では、市内在住の未来の有権

市
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
４
月
１
日
か
ら
、

ご
み
の
分
別
を
恋
更

し
ま
す
。
主
な
恋
更

点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
を
四
つ
の
区
分
に
恋
更
し
ま
す
。

②

家
電
製
品
の
う
ち
四
品
目
「
洗
濯
機
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
」
は
、
市
で
は
収
集
お
よ
び
処
理
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
分
別
の
チ
ラ
シ
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出
し
方
」
を
３

月

上
旬
か
ら
順
次
各
家
庭
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

固
環
境
計
画
課
？
一
’一
・
7
3
3
1

昨
年
の
展
示
会
か
ら

者である小・中・高校生に選挙に関心をもっていただくため、明るい選挙習字作品の

募集を実施しました。今年もたくさんの応募作品のなかから、入選作品の展示会を開

催します。ぜひご覧ください。

会場…伊勢丹松戸店新館9階「アートスポットまつど」

期間…2月8日（木卜13 日㈹午前10時～午後6時

※最終日は午後3時まで

固選挙管理委員会事務局S366-7386

《次回の予定》

展示開始･‥2月20 日(火)

抽 選会…4 月５日休)予 定

昌環境計画課ごみを減らす係S366 ―｢7332、再生品展示場e392-3051

※詳細は市のホームページでも見られます。

http://vvｗｗ.intership.ｎｅよ｣广mcity/matsudo/gomi/saisei/

九

の

一
総
合

傷
祉
会

館

内
　

松
戸

市
社
会

福

祉
協

議
会

（
？
3
6
8。

Ｏ
ｒ
Ｊ
Ｏ

りａ
）
　
　
へ

2 ０ ０ １

ボランティア国際年

日

時
・：
２
月

３
日

出
午

後
１
時

～
３

時
3
0分

会

畢
：
市
民

劇
場

内

容
・：

第

一

部

福

祉
功
労

者

の
表
彰

第

二

部

福

祉
対

談

「
二
十

一
世

紀
の

地
域

福
祉

を
語

る
」

松
戸
市

長

松
下

倶
子

氏

〔
聖
徳

大
学

人
文

学
部
教

授

・
オ
ー

プ
ン
ア

カ

デ
ミ

ー
校
長

〕

男
女
共

同
参
画

審

議
会
委

員

生
涯
学

習
関

係
委

員
等

定
－
貝
…
先

着
五

十
人

眥

弔
：
無

料

圃

２

月

１

日

困

〔
必

着

〕

ま

で

に

、
（

ガ

キ

に
住

所

・
氏

名

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
9
4

松

戸
市

上
矢

切
二

九

福
祉
大
会
の
開
催

圜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
？
3
6
6
・
7
3
8
6

投
票
日
で
す

千
葉
県
知
事
選
挙
の

糖

尿

病

性

網

膜

症

は

、
単

純

期

・
前

増
殖

期

・
増

殖
期

の
三
段

階

に
分

け
ら

れ
ま
す

。

眼
科

治
療

の
対
象

ど

な
る

の
は

前

増
殖

期
と
増

殖
期

で
す

。

前
増

殖
期

で
は

、
レ

ー
ザ

ー
光

凝

固
術

を
、

増
殖
期

で

は
、
硝
子

体

手
術

が
行

わ
れ
ま

す

。
レ

ー
ザ

ー
光
凝
固
は
外
来

で
で
き
ま
す

が
、

硝

子
体
手

術

は
入

院
し

て
行

わ
れ

ま

す

。

単
純

期
で

の
自

覚
症

状
は
ま

っ

た
く

な
く
、

レ

ー
ザ

ー
治
療

が
必

要

な
前

増
殖

期
で

も
ほ
と

ん
ど

自

覚
症

状

が
な

い
た

め
、

症
状

が
出

る
こ

ろ
に

は
治
療

の
時

期
を
逃

が

し

て
し

ま
弓

点

が
、
糖

尿
病
性

稠

膜

症

の
恐

ろ
し

い
と
こ

ろ
な

の
で

す
。

網
膜
症
の
病
期
と
治
療
法

糖

尿

病
の
た

め
、
目

の
検

査
を

指

示
さ
れ
た
患
者
さ
ん

の
多
又

が
、

良
く

見
え

る

の
で
大
丈

夫
、

以
前

は
悪

か

っ
た

が
最

近

、
血
糖

値
も

良
く

内
科

的
に

も
安

定
し
て

い
る

の

で

大

丈
夫

、

と

い
わ

れ
ま

す

。

と
こ

ろ

が
眼
底

検
査

を
し

て
み

る

と
出

血

が
あ

っ
た
り

、
血
管

が

つ

ま

っ
て

い
る
場

合

が
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん

。

糖

尿
病

は
、

病
気

の
期
間

が
長

い
人
ほ
ど
網

膜
框

も
増
加
し
ま
す

。

血
糖
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
不

良
の
人
、

短
期

間
で

急
激

に
血

糖

が
下

が

っ

た
人

、
若

年
者

、
腎

臓

や
神

経
に

合

併
症

の
あ
る

人
で

眼
科
未

受
診

の
場

合

は
、
早

め
に

精
密
眼

底
検

査

を
受
け

て
く

だ
さ

い
。

網

膜
症

の
程

度
に

よ
４

定

期
検

査

の
目

安
を
指
示

し

ま
す

（
網
膜

症

の
無

い
人

は
一
年

に
一

回
、
単

純
期

の
人

は
三
～
六
ヵ
月

に
一
回
、

前

増
殖
期

の
人

は

Ｉ
～
ニ

カ
月

に

一
回
、

増
殖
期

の
人

は
二

週
間
～

一
ヵ
月

に
一
回

な
ど

）
。

レ

ー
ザ

ー
治

療

の
必
要

な
時

期

に
は
自

覚
症
状

が

な
く
自
分

で

は

判

断
で

き
な

い
の

で
、
定

期
的

に

眼
底
を
チ

ェ

ッ
ク
し

て
、

治
療

時

期

を
逃

が
さ

な

い
こ

と

が
重
要

で

す
。

（
松

戸

市

医

師

会

）

定
期
精
密
眼
底
検
査
の
必
要

性

早

め
に
眼
底
検

査
を
受

け
ま
し

ょ
う

あ
な
た
の
健
康

277

ごみの分別説明会を開催
変更の詳しい内容について、下表により説

明会を実施します。どの会場でもかまいませ

んので、ぜひご参加＜ださい（説明内容は前

回各小学校で実施したものと同じです）。

ごみの分別変更に伴う説明会日程

期日 会 場 定員

1/30W 稔台市民センター 110人
2/ 1( 木) 古ケ綺市民センター 110人

2銜 東部市民センター 110人

5(月)明市民センター 120人

6㈹ 常 盤平 市民セン タ ー （支所 隣） 170人

7休）松飛台市民センター 120人

9廊 小金北市民センター 120人

13㈹ 八柱市民センター 120人

14㈲ 五香市民センター 100人
15㈲ 小金市民センター 120人

1欧 六実市民センター 巧O人

19㈲ 八ヶ綺市民センター 130人
20W 小金原市民センター 140人

21㈲ 馬橋東市民センター 110人

22休）馬橋市民センター 110人

23銜 二 十世 紀が丘 市民 セン ター 120人

2卵）新松戸市民センター 200人

28㈲ 市役所議会棟3階 100人

時間…各午前10時～11時

※駐車場が狭いため、お車での来場はご遠慮＜だ

さい。

※定員を超えた場合はいすに座れない場合があり

ますので　ダア逧くだ洫lｙ

家電4品目のリサイクル料金等

「リサイクルするプ ラスチック」　　　　　　　　　　毎週! 回

※商品の容器や包装に使われているプラスチック

「その他のプ ラスチックなどのご み」　　　　　　　　毎週1 回

※プラスチック・ゴム・合成皮革製品

「陶磁器・ガラスなどのご み」　　　　　　　　　　　毎月1 回

※陶磁器類、ガラス類、刃物など　　　　　　　　　　　

「ペットボトル」　　　　　　　　　　　　　　 協力店舗で回収

※集団回収には今までどおリ出せます

①燃やせないごみの新区分

②家電4品目はどうやって出すの？

4月から

ご
み
の
分
別
が
変
わ
り
ま
す

明るい選挙習字
(松戸市再生品展示場) E四I

※申し込みは一世帯一

点に限ります。

※引取期間および臨時

休館日には申し込み

はできません。

糖
尿
病
と
目

３
月
2
5日
賄
は



確定申告書等は ‥

自分で書いて

早めに提出
問松戸税務署？363-1171

申
告

と
納
税
は

所
得
税
２
月
1
6日

窗
～
３
月
1
5日
附

贈
旻

祝
２
月
１
日
米
～
３
月
1
5日
本

消
曹
税
１
月
４
日

本
～
４
月
２
日
丱

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
等
の

提
出
書
類
に
つ
い
て
、
ご
自
分
で
正

し
く
作
成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申

告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
確
定
申
告
書
等
を
作
成

す
る
人
の
た
め
に
、
税
務
署
お
よ
び

下
記
会
場
に
お
い
て
記
載
方
法
の
ア

川井敏久

市長室・発
No.76

新世紀を迎えて

ド

バ
イ

ス
を
行

っ
て

い
ま

す

。

ま
た

、
３
月

に
入

り
ま

す
と

税
務

署

が
大

変
込

み
合

い
ま
す

の

で
、
お

早

め
に

お
越
し

に

な
る

か
郵

送
に
よ

る
提
出

を
お

願

い
し

ま
す

。

な
お
、

給

与
所

得
者

の
還
付

申
告

に

つ

い
て

は
２
月
1
5
日
以

前

で
も
受

け
付

け
て

い
ま
す

。

※
税
務
署

お

よ

び
相

談
会

場

に
お
越

し

の
際
は

、「
計
算
器

具
」
や
「
筆

記
具

」
な
ど

を
ご
持

参
く

だ

さ

い
。

※
還
付

金

の
受

け
取

り

は
、
銀

行

な

ど

の
預
貯

金
口
座

へ

の
振
り

込
み

が

、
ま
た

、
納
税

は

、
預
貯

金
口

座
か
ら

の
振
り
替
え

が
便
利
で
す

。

※
期
限
内

に
4
1
告

や
納
税

を
し

な

か

っ
た

り
、

間
違

っ
た
4
1
告

を
し
ま

す
と

、
後

で
不
足

の
税

金

を
納

め

る

だ
け
で

な
く
加

算
税

や

延
滞
税

も
納

め
な

け

れ
ば
な

ら
な

い
場

合

も

あ
り
ま

す

の
で
、

ご
注

意
く

だ

さ

い
。

Ｉ

’

雌

所
得

税

の
侑

疋
生

・
に

つ
い
て

は

定
率

減
税

が
実
施

さ

れ
て

い
ま
す

の

で
ご
注

意
く

だ
さ

い
。
詳

し
く

は

「
確
定

申
告

の
手
引

き
」

を

ご

覧
く

だ

さ

い
。

二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
初
め
て

の
成
人
式

が
、
八
日
に
森
の
ホ
ー

ル
2
1で
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
戸
市

で
は
、
五
千
六
百
人
を
超
え

る
新

成
人
が
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

成人式ボランティアスタッフと一緒に

税務署以外の申告書作成会場

(松戸市)

贖＝税務署の申告相談日

＠＝税理士会の無料申告相談日

※来場多数の場合は、受け付けを早めに締

め切ることがあります。

※申告書はご白身で記載していただきます。

※使い慣れた計算器具 一筆記具および前年

の確定申告書・決算書・収支内訳書等の

控えを必ずご持参ください。

※消費税・贈与税・譲渡所得などの相談は、

税務署をご利用ください。

※各会場とも、自動車での来場はご遠慮＜

ださい。

※松戸税務署の駐車場は、確定申告相談用

のプレハブ設置のため4月下旬までご利

用できません。電車・バス等でご来署く

ださい。

期日 時間

会　　場

新松戸市民

センター

小金原市民

センター

常盤平市民

センター

六実市民セ

ンター

2/ 1困

午前

９
時30

分
～

午
後
４
時

（正

午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

喩

2臘） 女

附 女

6(火) 責

7㈲ ☆

8㈲ ☆

紜 女 賞

1釧 責

1紜 瑤

19《月) 啝

20(洵 參

21㈲
・

22(木) 蜃

23銜 嫐

26(月) 慟

27(火) 參

28㈲
〃

3/ 1㈲ ●

皀）
・

と
こ

ろ
で
、
今
年
も
、

い
く
つ

か
の
自
治
体
で
の
成
人
式
で
一
部

の
新
成
人

が
起
こ
し

た
騒
動

が
、

大
き
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
ご
覧
に

な
っ
た
多
く
の
方
か
ら
松
戸
市
の

成
人
式
を
心
配
す
る
声

が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

も
ち

ろ
ん
松
戸
で
は
そ
う
し
た

こ
と
は
な
く
、
会
場
は
新
成
人

の

若
者
ら
し
い
熱
気
に
あ
ふ
れ
、
式

典
は
と
て
も
和

や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

の
こ
と
な

が
ら
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

松
戸
市
の
成
人
式
は
、
企
画

か

ら
当
日
の
進
行
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形

で

行
う
の
は
今
回
で
四
回
目
と
な
る

わ
け
で
す
が
、
市
民
ス
タ
ッ
フ
の

手

作

り

だ

か
ら
こ

そ

若

さ
あ

ふ

れ

る
成

人

式
に

な

っ
て

い
る
も

の
と

感
謝

し

て

い
ま
す

。

式

典

で

は
、
新

成

人

の
皆

さ

ん

へ

の

メ

ッ

セ

ー
ジ

と

し

て

、
「
十

年

後

、
二

十

年

後
に

成

人
式

を
迎

え

る
皆

さ

ん
の
大

切

な
友

人

の
中

に

は
、

ロ

ボ
ッ

ト

が
入

っ
て

い

る

か
も

し

れ

な

い
」
、

ま
た

、
「
若

者

の
柔

軟

な
発

想

や
若

者

の
特
権

で

あ

る
行
動

力

が
、

い
つ

も
時
代

を

リ

ー
ド
し

社

会

を
発

展

さ
せ

て
き

た
」

と

い

っ
た
内

容

の

こ
と

を
話

し

ま

し

た

。

今

、
国
で

は
Ｉ

Ｔ
（
情
報

技
術

）

革
命

と

い
う

こ

と
で

、

高
度

情
報

通

信

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
社
会

の
形

成

を
積

極

的
に

推

進
し

、

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク
を

だ

れ
も

が
利

用

で
き

る
社

会

づ
く

り
を

進

め
て

い
ま

す

。

松戸市職員 の募集

※必要書類は、本日から人事課で配布し

ます。

圖人事課人事係

？366 －7306

平成12 年度の松戸市職員（理学療法士

・臨床検査技師）の採用試験を行います。

受付期間…1月25 日休）～2 月２日廊 〔上・

日曜日を除＜〕午前9時～午後5時

受付場所…人事課（市役所新館4階）

試験日…2月10 日倒午前9時30 分から

試験会場…市役所議会棟

こ
の
よ
う
に
急
速
に
進
む
二
十

一
世
紀

の
電

子
社

会
を

担
う

の

は
、
若
者

の
自
由
な
発
想
だ
と

い

う
強

い
気
持
ち
が
あ

っ
た
か
ら
で

す
。そ
ん
な
折
り
、
こ
の
十
八
日
に

常
盤
平
に
お
住
ま
い
の
高
橋
光
雄

さ
ん
か
ら
、
二
十
一
世
紀
を
担
う

人
材
育
成
に
向
け
て
、
青
少
年
の

情
報
技
術
教
育
の
振
興
に
役
立
て

て
欲
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
高
額

な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

。

大
変
あ
り

か
た
い
こ
と
で
す
。

ぜ
ひ
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き

、

次
世
代
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
電

子
自
治
体
「
ア
イ

ー
シ
テ
ィ

・
松

戸
」
（
「
愛
し
て
松
戸
」
と
の
思

い

を
込
め
て
）

の
実
現
に
向
け
て
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま

す
。

職種・試験区分 採用予定人数 受験資格

理学療法士

各1人

昭 和48 年4 月２日 以降 に 生 まれ た人 で 、理学 療 法士 の 資格 を 有す

る 人 、お よ び平 成13 年3 月31 日 まで に資 格 取 得見 込 みで 、市内 医

療 機関 に勤 めて いない 人

臨床検査技師

昭 和48 年4 月２日 以降 に 生 まれ た人 で 、臨床 検 査 技師 の資 格 を有

する人 、お よ び平 成13 年3 月31 日 ま でに 資 格 取得 見 込 みで 、市内

医 療機 関に 勤め ていな い人

※松戸市では、「女性職員の能力発揮促進のための指針」に基づき、男女共同参画職場づ

くりを推進しています。

成

人
の
日
の

孫
の
背
に

そ
っ
と
触

れ大
囚

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、 市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で さ れ ば 、連 絡

先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.  jp

(12月末現在の受信件数)ファクスフ0011=､メール401 件

こちら

消費生活センター

相談事例・第8回

インターネットのアクセスが

勝手にダイヤルQ2 に変更？

相 談 専 用 ？ ３６５－６５６５

(月～金曜日、午前9時～午後4時)

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

「
ア
ダ
ル
ト
関
係
の
サ
イ
ト
を
見

て

、
ソ

フ
ト
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド

し

た
ら
ア
ク
セ

ス
ポ
イ
ン
ト
が

勝
手
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の
情
報
料

が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
利
用

し
て
い
な
い
の
に
電
話
会
社
か
ら

請
求
さ
れ
ま
し
た
。
対
応
方
法
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
請
求
金
額
圭

二
万
円

・
既
払
い
金
・：
な
し

（
相
談
者
　
三
十
歳
代
男
性
）

セ
ン
タ
ー
対
応

電
話
会
社

の
お
客
さ
ま

相
談

室

に
、

事
情
を
話
し

て
み
る
よ
う

に
助
言
し
ま

し
た
。
後
日

電
話
会
社
か

ら
、
「

ダ
イ

ヤ
ル
Ｑ
２
情

報
料
の
支
払

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ら
み
の
相

談
は
最
近
増
加
し
て
い
ま
す
。
事

例
の
よ
う
に
、
何
か
の
ソ
フ
ト
を

画
面
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と

勝
手
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
が
変

更
さ
れ
て
、
情
報
料
を
請
求
さ
れ

た
り
、
サ
イ
ト
画
面

か
ら
国
際
電

話
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
通
話
料

を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
特
に
ア
ダ
ル
ト
関
係
の
サ
イ

ト
か
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
よ
う

で
す
。
ま
た
、
商
品
を
購
入
す
る

場
合
な
ど
で
、
代
金
先
払
い
を
し

た

の
に
商
品

が
届

か
な
か

っ
た
り

、

ブ

ラ
ン

ド
品

が

ニ
セ
モ

ノ
で

あ

っ
た
と

い

う

こ
と

も

あ

り
ま
す

。
利

用

す

る
と

き

は
十
分

注
意

し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、

い
に
つ
い
て
」
の
支
払
拒
否

か
つ

利
用
者
通
知
拒
否
の
書
面
を
郵
送

す
る
の
で
、
「
記
入
し
て
返
送
す

れ
ば
今
後
請
求
し
な
い
」
と
の
回

答
を
得
た
と
相
談
者
か
ら
報
告
が

次
回
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
ト

ラ
ブ
ル
を
掲
載
し
ま
す
。

お

も
し

ろ
そ
う
だ

な

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う
!
!

確定申
告はお
早めに
！

NＯ.9

あ
り
ま
し

た

。

ア
ド
バ
イ
ス

セ
ン

タ
ー
に

ご
相

談
く
だ
さ

い
。



平成13
年1月1日から実
施

国
保
と
老
人
保
健
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
を
は
じ
め
、
日

本
の
医
療
保
険
制
度
は
、
急
速
な
高

齢
社
会
の
到
来
等
に
よ
っ
て
、
厳
し
い

財
政
事
情
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び

、
医
療
保
険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
図

る
た
め

、
抜
本
改
革
の

第
一
歩
と
し
て
医
療
保
険
制
度
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ

れ
に
伴
い
、
平

成
1
3年
１

月
１

日
か
ら
国
民
健
康
保
険
と
老
人

保
健
の

一
部
が
変

わ
り
ま
し
た

の
で

、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
被
用
者
保
険
に
つ
い
て
も
同

様
の
改
正

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

。
詳
し

く
は
勤

務
先
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い

。

国
　
民
　
健
　
康
　
保
　
険

今
回
の
国
保
の
改
正
で
は
、
所
得
の
あ
る
人

に
は
応
分
の
負
担
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
給
付
を
受
け
た
人
と
受
け
て
い
な
い
人

と
の
公

平
や
コ
ス
ト
意
識
の
喚
起
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
高
額
の
医
療
費

が
か
か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
の
限
度
額
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ほ

か
の
医
療
保
険
制
度
に
あ
り
な
が
ら
国
保
に
は
な
か
っ
た

海
外
で
受
診
し
た
と
き
に
医
療
費
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
な
ど
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

国
保
の
健
全
な
運
営
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

固
保
険
課
資
格
給
付
係
？
3
6
6
・
7
3
5
3

ｌ

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
わ
り
ま
し
た

①
上
位
所
得
者
の
区
分
を
新
設

自
己
負
担
の
限
度
額
を
負
担
能
力

に
応
じ
た
も
の
と
す
る
た
め
に
、
市

民
税
非
課
税
の
世
帯
と
一
般
の
区
分

に
加
え
、
上
位
所
得
者
と
い
う
区
分

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

※
上
位
所
得
者
と
は
、
世
帯
に
属
す

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
所

得
を
す
べ
て
合
算
し
、
基
礎
控
除

後
の
所
得
が
六
百
七
十
万
円
を
超

え
る
世
帯
で
す
。

忿
医

療
費
に
応
じ
た
自
己
負
担
額
に

ま
た
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
多

い
人
と
そ
う
で
な
い
人
の
負
担
を
公

平
に
す
る
た
め
、
一
般
と
上
位
所
得

者
を

対
象

に
、

一
ヵ
月

の
医

療

費

が

コ

般

は
三

十

一
万

八
千
円

」
「
上
位

所
得

者

は
六
十
万

九
千

円
」

を

超
え

た
場

合
、

こ

の
額
を

上
回

っ
た
分

の

一
％

が
加

算

さ
れ
、

か
か

っ
た
医

療

費
に

応

じ
た
負

担
を

す

る
こ
と

に
な

り
ま
し

た

霧
下

川

・
例

匚
か
巻
照

）。

②
入
院
時
の
食
事
負
担
額
が

変
わ
り
ま
し
た

入
院
時
の
食
事
負
担
額
が
一
日
七

百
八
十
円
に
な
り
ま
し
た
（
表
１

②

を
参
照
）
。

③
海
外
で
受
診
し
た
医
療
費

が
払
い
戻
さ
れ
ま
す

海
外
渡
航
中
に
病
気
や
け
が
の
治

療
を
受
け
た
場
合
、
保
険
給
付
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。

手
続
き

①
か
か

っ
た
医
療

費
の
全
額
を
海

外
の
医
療
機
関
等
に
支
払

い
、
担
当

医
師
等
か
ら
診
療
内
容
と
か
か
っ
た

費
用
の
証
明
を
も
ら
う
②
帰
国
後
、

保
険
者
（
市
）
に
申
請
す
る
③

保
険

者
か
ら
療
養
費
の
給
付
（
国
内
で
の

保
険
診
療
の
範
囲
内
）

必
要
書
類

①
療

養
費

支
給
申

請
書
②

診
療
内

容
明
細
書
お
よ
び
領
収
明
細
書

※
②
の
書
類
が
外
国
語
で
作
成
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
日
本
語
の
翻
訳

文
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

④
長
期
入
院
で
住
所
を
異
動

し
て
も
国
保
の
資
格
は
異
動
し

ま
せ

ん

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
所

の
た
め
住
所
を
移
し
た
場
合
に
限
ら

れ
て
い
た
「
住
所
地
特
例
」
（
国
保

の
資
格
は
異
動
せ
ず
、
入
所
前
の
住

所
地
と
す
る
）
の
対
象

が
、
今
回
の

改
正
で
す
べ
て
の
長
期
入
院
に
拡
大

さ
れ
ま
し
た
。

〔例1 〕高額の医療費がかかったとき，払い戻され

る金額は？

同じ月内に同じ医療機関で医療費が1,000,000 円か

かり，その3割の300,000 円を支払った場合，国保か

ら払い戻される額は次のようになります。

⑩一般世帯

300,000－{63,600 十(1,000,000－318,000)×0.01}

=  229,580 円( 自己負担限度額は70,420 円)

⑩上位所得者の世帯

300,000-{121,800 十(1,000,000－609,000)×0.01}

=  174,290 円( 自己負担限度額は125,710 円)

⑩市民税非課税世帯

300,000-35,400=  264,600 円

(自己負担限度額は35,400 円)

改　　　 正　　　 後

○一般 …63,600 円 十( 医 療 費-318,000 円) × １％

○上 位所 得者 …121, ８００円 十( 医 療 費-609,000 円) × １％

○市民 税非課税 の世帯 に属する人等 …35,400 円( 従来 どお り)

《ただし ，過去1 年 間に3 回以上高額療養費の支給を受けた場合 ，4回目

以降の自己負担限度額は次のとおりになります。》

○一般患者…37,200 円( 従来どおリ)

○上位所得者…70,800 円( 新 設)

○市民税非課税の世帯に属する人等　24,600 円( 従来どおリ)

☆特定疾病認定者の自己負担限度額は従来どおリ10,000 円です。

改　正　前

自己負担限度額

?力月63,600 円

奈市民税非課税の世

帯に属する人等…

35,400円

①

高

額

療

養

費

１日 ７８０円

市民税非課税の世帯に属する人等の負担額は、従来どおリ１日につき650

円(91 日目以降500 円) で す。

自己負担1日760 円

※市民税非課税の世

帯に属する人等…

650 円

他の医療保険制度と同様に、海外で診療を受けた場合には、診療内容明

細書等を国民健康保険の窓口に提出すれば、国民健康保険の給付の範囲

内で支給を受けることができます。

長期入院一般についても入院前の住所地の市（区）町村の国民健康保険

の被保険者となります。

特別養護老人ホーム

等の施設に入所した

場合、入所する前の

市(区)町村の国民健

康保険の被保険者

②
入
院
時
の
食
費

や

め

よ

う

／

違

法

な

屋

外

広

告

住

み

よ
く
、

き
れ

い
で
、

安
全

な

街

に
す

る
た
め

、
電
柱

・
街

路
樹

・

街

灯
柱

・
橋
り

ょ
う

・
歩
道

橋
等

表

示
禁

止
物

件

へ
の
営
利

を
目

的
と
し

た

、
は
り

紙

・
は
り
札

・
立

看
板
等

の
設

置
Ｔ

表
示

は
、
屋

外

広
告
物

法

で
禁

じ

ら
れ
て

い
ま
す

。

ま
た

、
第

一
種
お

よ
び
第

二
種

低

層

住
居

専
用
地

域
等
（
禁

止
区

域
内
）

で
は
、
自

家
用

広
告

物
等

（
適
用

除

外

）
を

除
ぐ

広
告
物

の
設
置

・
表
示

も

屋
外

広
告
物

法

で
禁
じ

ら
れ

て

い

ま

す

。

屋
外

広
告

物
の
設

置

・
表
示

は
ル

ー
ル
を

守
り
ま

し

ょ
う

。

商

業

地

域

等

（
許

可

区

域

）

で

も

次

の

場

合

は

、
届

出

・
許

可

が

必

要

で

す

①
一
の
事

業
所

ま
た

は
作
業
所

当

た
り

の
広
告

物

の
総
表
示

面
積

が
二

〇
平

方

片
を
超
え

て
表
示

し
て

い
る

千

る
）
場

食

茫

乎
業
所

が
な
く

土
地

・
建
物

の

一
部
を

借
り

て
表
示

し
て

い

る

千

る
）
場
合

圈
建

築
指
導

課
庶

務
係

？
3
6
6
・
７
３

公

団

の

空

き

家

賃

貸

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

都
市

基

盤
整
備
公

団

で
は

、
入
居

者
の
募

集
を
年
四

回
行

っ
て

い
ま

す
。

①
１

月
2
5日

～
２
月
1
0
日

②
４
月

2
5日

～
５
月
1
0
日

③
７

月
2
5日

～
８

月
1
0日

①
1
0月
2
5
囗

～
Ｈ
月
1
0
囗

※
詳

細
は

、
募
集

案
内

書
を

ご
覧
く

だ
さ

い
。

圖

都
市
基

盤
整
備
公

団
募

集
セ
ン

タ

ー
松

戸
案
内

所

？
3
6
7・
5
2
2
1

パ

ー

ト
看

護

婦
（
士

）
を

募
集

対
象
看
護
婦

壬

）
お
よ
び
准
看
護

婦

壬

）
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
六
十

歳
く
ら
い
ま
で
の
人
　
業
務
内
容
市

立
小
中
学
生
の
結
核
検
診
事
業
　
勤

務
場
所
市
立
小

。
貴

殿

气

齊

レ

」

期
間
４
月
中
旬

か
ら
６
月
　
募
集
人
員
若
干
名

圖
保
健
体
育
課
？
3
6
6
・
7
4
5
9

償

却

資

産

（
固

定

資

産

税

）

の

申

告

は

、

１

月
3
1
日

ま

で

に

平

成
1
3
年
１

月
Ｉ

囗
現
在

、
市

内

に

事
業
用

の
償

却
資

産

（
市

内
の
他

の
事
業
者

に
貸

し
付

け
て

い

る
も
の

を
含

む

）
を
所

有
し

て

い
る
個
人

ま

た

は
法

人
は

、
１
月
3
1
日

水
ま

で
に

固
定

資

産
税
課
（
市

役
所

新
館

二
階

）

ま

で
4
1
告
し
て

く
だ

さ

い
。

な
お

、
正

当

な
事

酊

が
な
く
申

告

し

な
か

っ
た
り

、

虚
偽

の
申
告

を
し

た

場
合

は
、
過

料

等
を
科

さ

れ
る
こ

と

が
あ

り
ま

す
の

で
ご
注

意
く

だ

さ

い
。
固

固
定
資

産
税
課

償
却

資
産
係

？
3
6
6

「
歌

の
街

」
の

放
送

時

間

が
変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用
無
線
局
の
試
験
放
送

と
し
て
流
し
て
い
る
「
歌
の
街
」
の

放
送
時
間

が
、
２

月
１
日
～
４
月
3
0

日
の
間
、
午
後
５

時
に
な
り
ま
す
。

介

護

保

険

運

営

協
議

会

を

開

催

２
月
１
日
困
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
市
役
所
新
館
七
階
大
会
議
室

一

傍
聴
で
き
ま
す
。
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
介
護
支
援
課
？
3
6
6
・
7
3
7
0

松

戸
市

高
等

学

校

入

学

資

金

貸

付

等

選

考

委

員

会

を

開
催

２
月
５
日
丱
午
後
１
時
3
0分
か
ら

会
場
市
役
所
新
館
五
階
市
民
サ
ロ
ン

※
傍
聴
で
き
ま
す
。

固
児
童
福
祉
課
？
3
6
6
・
7
3
4
7

納

期

内

の
納

付

に

ご

協

力

を

１

月
3
1日

米

は

固

定

資

産

税

・
都
市

計
画

税
（
第

四
期
）

の
納
期
限
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す

。

圜
収
納
課
管
理
係

？
3
6
6ワ
３

９
６

な　し

こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た

国民健康保険の改正点（表1）

③
海
外
療
養
費
一

④
住
所
地
特
例

圜
防
災
課
？
3
6
6
・
7
3
0
9



老
人
保
健

七
十
歳
以
上

（
寝
た
き
り
の
人

は
六
十
五
歳
以
上

）
の

高
齢
者
が
加
入

す
る
老
人
保
健
も
平
成
１３
年
１
月
１
日

か

ら
変
わ
り
ま
し
た

。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
、
こ
れ
ま

で
一
日
当
た
り
の
定
額
負
担
で
し
た
が
、
定
率
負
担
制
を

と
っ
て
い
る
若
年
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

す
る
と
と
も

に
コ
ス
ト
意
識
を
喚
起
す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
原
則

と
し
て
か
か
っ
た
医
療
費
の

一
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

た
だ
し

、
高
齢
者
に
と
っ
て
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ

う
に
月
額
の
上

限
（
限
度
額
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

亘
保
険
課
老
人
保
健
係
？
3
6
6
・
7
3
4
2

老人保健の改正点（表2

）

○診療所および病院( ペット数200 床未満)

…診療所および病院ごとに1 割( 月 額上限3,000 円)

※院外(薬局)で薬を処方してもらう場合は，診療所および病院に1 割(月額

上限1,500 円)，薬局に1 割(月額上限1,500 円)をそれぞれ支払います。

※診療所によっては定額制( 月4 回まで1 日800 円を負担)の場合もありま

す。定額負担の場合は薬局での負担はありません。

○病院( ペット数200 床以 上) …病院ごとに1 割( 月額上限5,000 円)

※院外(薬局)で薬を処方してもらう場合は，病院に1 割(月額上限2,500

円) ，薬局に1 割( 月額上限2,500 円) をそれぞれ支払います。

改　 正　 前

①

外

来

の

と

き

○一　般　　　　　　　　　　　　　　　　　 月額上限3「/ぶ00 円

○市民税非課税世帯に属する人等で市長

の認定を受けた人　　　　　　　　　　　 月額上限24,600 円

○市民税非課税世帯に属する老齢福祉年

金受給者で市長の認定を受けた人　　　　 月額上限15,000 円

※特定疾病に認定されている人の負担は月額上限10,000 円で ，これまで

と変わりません。

一部負担金

１日1,200 円

①市民税非課税の世

帯に属する人等…月

35,400 円まで ②市

民税非課税世帯に属

する老齢福祉年金受

給者…1日500 円

食事負担1 日760 円

※市民税非課税の世

帯に属する人等…

１日650 円

一
部
負

担
金

は
、
外

来

・
入
院
と

も

原
則

一
割
と

な
り

ま
し

た
。
た
だ

し

、
こ

の
負

担
に

は

１
ヵ
月

当
た
り

の
上
限

額

が
設

け
ら

れ
、
こ

の
額

を

超
え

て
支
払
ケ
必
要

は
あ
昨
ま
せ
ん

。

詳

細

は
、
表

２

剛

・
罔
を
ご
覧
く

だ
さ

い
。

Ｉ

入
院
時
の
食
事
負
担
額
が

変
わ
り
ま
し
た

入
院
時
の
食
事
負
担
額
は
、
一
日

七
百
八
十
円
に
な
り
ま
し
た
（
表
２

②
を
参
照
）
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属

す
る
人
等
と
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
す
る
人
等
で
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
の
負
担
額
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ

り
ま
せ
ん
。

ただし 、同一の訪問看護ステーションの月額上限は3,000 円

※施設により定額制(月5回まで1日600 円を負担)の場合もあります。

③
訪
問
看
護

１ヵ月に30,000 円以上の一部負担金を支払った老人が，同一世帯に複

数いるときなどは，合算して37,200 円を超える額が払い戻されます。

※市民税非課税世帯に属する人の場合は, 21,000 円以上の一部負担金

を合算して24,600 円を超える額が払い戻されます。

(4)老人高額医療費

支給制度

(新規に創設)

※なお、これまで国が肩代わりしていた高齢者の薬剤一部負担は廃止されました。

』

訪
問
看
護
の
基
本
利
用
料

が
変
わ
り
ま
し
た

表
２
㈱
の
と
お
り
、
訪
問
看
護
の

基
本
利
用
料
は
、
か
か
っ
た
費
用
の

一
割
（
月
額
上
限
三
千
円
）
と
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
施
設
に
よ
っ
て

は
定
額
負
担
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

一
般

世
帯

と
市

民
税
非

課
税

世
帯

で
対
象

ど
な

る
基

準
額

が
異
な

り
ま

す

が
、
合
算
し

て

基
準
額

を
超
え

た

部
分

が
払

い
戻

さ

れ
ま
す

。
詳
細

は
、

表
２

困
を

ご
覧
く

だ
さ

い
。

な

お
、
具

体
例

〔
例
２

〕

を
記
し

ま
し

た
の

で
、

ご
参
照

く
だ

さ

い
。

同じ世帯内のＡさんとＢさんが同じ月内に入院して，Ａさんが30，

000円，Ｂさんが36,000 円を支払った場合，払い戻される金額は次

のようになります。

世帯合算…30,000 円(Ａさん)十36,000円(Ｂさん)＝66,000 円

⑩一般世帯…66,000円-37,200 円(自己負担分)＝28,800円

⑩市民税非課税世帯…66,000円－24,600 円(自己負担分) =41,400 円

ご
存
じ
で
す
か

会
社
を
退
職
し
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
国
民
健
康
保
険
で
す

次
の
条
件
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る

人
と
そ
の
扶
養
家
族
（
た
だ
し
、
所

得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
）
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

②
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い

③

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
老
齢
年

金
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
年
金
制
度

に
二
十
年
以
上
加
入
し
て

い
る
か
、

ま
た
は
四
十
歳
以
降
に
通
算
し
て
十

年
以
上
加
入
し
て
い
る

医
者
に
か
か
っ
た
と
き
の
自
己
負

担
額
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

被扶

養
者

（家

族
）

退職

被
保
険
者

（本

人
）

入

院

外

来

入

院

外

来

二

割

三

割

二

割

二

割

年

笙
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら

受
け
ら
れ
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①

国
民

健
康

保
険

証
（
す

で
に

取
得

し

て

い
る
人

）

②

年
金

証
書
（
加
入

月
数

の
記

載

さ

れ
て

い
る
も

の
）

③

印
鑑

①

世
帯

主

の
銀
行

通
帳

（
さ

か

の
ぼ

っ
て

資
格

が
発

生
し
た

人
に

、
届

出

日
か

ら
最
長

二
年

間

の
医
療

費

の
自

己
負
担
額

の
一
割
を

払

い
戻
し

ま
す
）

保

険
課
（
市
役

所
本
館

一
階

）
・
各

玄

酊
で
曵

萌
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

。

圖

保
険
課

資
格

給
付

係

？
3
6
6
・
７

３

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

松
戸
市
監
査
委
員

同同同

○

監

査

の

テ

ー

マ

補
助
金
及

び
交
付
金
（
以
下
「
補
助

金
」
と

い
う
）
の
交
付

争
務
に

つ
い
て

○

監

査

の

方

法

平

成
1
0年
度

一
般
会

計

・
特
別

会

計

で
予

算
執
行

し
た

補
助
金

に

つ

い

て
、
各

部
局

か
ら
資

料
の
提

出

を
求

め
、
計

二
百

七
件

の
監
査

を
実
施

し

た
。

○

監

査

結

果

の

概

要

１

補
助

金

の
交
付
事

務

は
、
松

戸

市
補
助

金
等

交
付

規
則
を

規
範

と
し

て
、
内

部
処
理

基
準
を

明
記

し
た
交

付
要

綱
等

に
よ
壟

争
務
処

理

さ
れ
て

い
る
が
、

一
部
に

交
付
要

綱
等

が
作

成

さ
れ
て

い
な

い
も

の
、
見
直

し
を

図

る
こ
と

が
必
要

と
思

わ
れ

る
も

の

が
見

受
け

ら
れ
た

の
で

、
交
付

要
綱

等

を
制
定

し
、
見

直
し

に
つ

い
て
検

討

さ
れ
た

い
。

２
　

運
営
費

補
助
金

の
実

績
報

告
書

の
収
支
決

算
書

に
お

い
て
、

補
助
対

象

争
業
自

体

の
決
算
額

の
内

容

が
明

ら

か
に

な
っ
て

い
な

い
も

の
が
多

数

見

受
け
ら

れ
た

の
で

、
補
助

対
象

事

業

の
範

囲
、

補
助

額

ま
た

は
補
助

率

の
明
確
化

が
必
要

で

あ
る

。

３

補
助

額
を
超
え

る
多

額

の
繰
越

金

が
生

じ
て

い
る
も

の

が
見

受
け

ら

れ
た

の
で
、

実
態

の
解
明

に
努

め
、

補
助

の
必
要

性
に

つ
い
て
検

討

さ
れ

た

い
。

４

補
助

金

の
交
付
申

請
及

び
実
績

報
告

書
の
提

出
時
期

に

つ

い
て

は
、

年

度
当

初

か
ら
補
助

事
業

が
開

始
さ

れ
て

い
な

が
ら
、
交

付
申

請
手

続

が

な
さ

れ
て

い
な

い
も
の

や
実
績

報
告

書

の
提
出

が
年
度

終
了

後
、
長

期
間

経
過

後
に

な
さ

れ
て

い
る
も

の
が
見

受

け

ら

れ
た
の
で

、
速

や
か
に

提
出

を
求
め
て

い
く

こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

５
　

事

業
完
了

に
伴

う
現

地
調
査

に

つ
い
て

は
、
一

般
的
に

施
設
設

備
、

備
品

購
入

な
ど
現

物
確

認

が
で

き

る

も

の
は
、

現
地
調

査

が
必
要
と

思

わ

れ

る
が
、

現
地
調

査
を

実
施
し

て

い

な

い
も

の
、
現

地
調
査

を
実

施
さ

れ

た

も
の

の
検

査
調

書

寺
の
作

成

が
な

さ

れ
て

い
な

い
も

の
が
見
受

け
ら

れ

た

の
で

、
現
地

調
査
及

び
検

査
調

書

等

の
作
成

等
に

つ

い
て

の
事

務
処

理

に

遺
漏
の
な

い
よ
弓
努

め
ら
れ
た

い
。

６

補
助

金

の
額

の
確
定
等

に

つ

い

て

、
一

部
の
補

助
金

の
額

の
確

定
行

為

及

び
確
定
通

知

が
行

わ

れ
て

い
な

い
も

の
が
見
受

け
ら

れ
た

の
で

、
補

助

効
果

を
確
認

す

る
上
で

も
重
要

で

あ
る
こ

と
か

ら
、
事

務
処

理
に

遺
漏

の
な

い
よ

コヽ

任
意

さ
れ
た

い
。

○

ま

と

め

補
助

金

は

い
っ
た
ん
制

度
化

さ
れ

る
と

既
得
権

益
化

す
る
傾

向

が
強

い

こ

と

か
ら

、
た
え

ず
事

務
事
業

の
見

直
し

を
図

る
こ
と

が
必
要

で

あ
る

。

そ
こ

で

、
補
助

金

の
交

付
事

務
を

適
正

に
執
行

す

る
た

め
に
は

、
交
付

要

綱

等
に

つ

い
て

、
未

制
定

の
も

の

及

び
既
存

の
交
付

要
綱

等
に
見

直
し

を
必
要

と

す
る
も

の

が
認
め

ら
れ
た

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

を
合
わ

せ
て
整

備
を

図

る
必
要

が
あ

る
。
そ

し
て

、

交
付

要
綱

等

の
中

に

補
助
対

象
ど

な

る
範

囲
及

び
補
助

率
等

を
明

確
に

規

定
し

て

お
く
こ

と

が
必
要
で

あ

る
。

ま
た

、
補
助
金

の
交
付

事
務
処

理

に

つ

い
て

も
、

事
務

手
続

の
遅
延

し

て

い
る

も
の

、
更

に

は
確
定

行
為

等

の
未

実
施

の
も

の
等

が
認

め
ら

れ
た

こ

と
か

ら
、
個
別

事
項

ご
と
に

検
討

、

指

導
、

改
善

、
注
意

を
要

す
る

も
の

と

し
て

、
そ

れ

ぞ
れ
言
及
し

て

き
た

と
こ

ろ
で
あ

る
。

今
後

は
、

こ
れ
ら

の
事
項

等

に
留

意
し
、

従
来

の
制
度

、
慣

行
に

と
ら

わ
れ

る
こ
と

な
く

、
補
助

制
度

の
原

点
に
た

っ
て

補
助

の
必
要

性
、

効
果

等
に

つ

い
て

、
検

討
見

直
し

を
行

い
、

交
付
事

務

の
適
正

か

つ
効

率
的

な
執

行

に
努

力
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

※
監
査

結
果

の
全
文

に

つ

い
て

は

。

行
政

資
料

セ
ン

タ

ー
で

閲
覧

が
で

き
ま
す

。

固
監

査
委
員

事

務
局

？
3
6
6
・
７
３
８

自己負担

１日250 円

②
　
入
　
院
　
の
　
と
　
き

改　　正　　後

医療費の１割（ただし、上限額が決められています）

一部負担金

１日530 円

(月4 回 まで)

１日　７８０円

※①市民税非課税世帯に属する人等②市民税非課税世帯に属する老齢

福祉年金受給者の負担額は、１日につき①650 円(91 日目以降は500

円)、②300 円でこれまでと変わりません。

医療費の１割（ただし、上限額が決められています）

老人保健の訪問看護に要する費用の1 割

○
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す

○
対
象
と
な
る
人

○
受
付
場
所
は

○
届
け
出
に
必
要
な
も
の
は

○
退
職
被
保
険
者
の
資
格
は

い
つ
か
ら
？

退
職
者
医
療
制
度

中
西
　
　

務

川
村
　
幸
信

富
澤
　
凡
一

長
谷
川
　
満

平
成
Ｈ
年
度
の
行
政
監
査
結
果
の

概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
1
2年
1
2月
６
日

〔例２〕同一世帯で複数の高齢者の医療負担が高額になった場合、

払い戻される金額は？

一
　

一
部
負
担
金
に
つ
い
て
同

一
世
帯
で
二
人
以
上
の
高
齢
者

の
負
担
が
高
額
に
な
っ
た
と
き

な
ど
に
は
払
い
戻
さ
れ
ま
す

一
　

一
部
負
担
金
は
医
療
費
の

一
割
に
な
り
ま
す

こ
こ
が
変
わ
り
ま
し
た
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※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

講
座
・
講
演

【
】
戦

時

中

の

食

事

体

験

講

座

２

月
1
0日

倒

午
前
1
0
時
3
0
分
～

午

後
２

時
　

会
場

市
民

会
館

料
理
教

室

内
容
す
い
と
ん
（
大

根

・
か
ば
ち
ゃ

・

じ

ゃ
が
い

も
入

り
）

お
よ
び

小
麦

ま

ん
じ

ゅ

う
等

、
戦
中

・
戦

後
の
食

糧

難
時

代
の

食
事

を
再

現

。
参
加
者

が

共
同

で

調
理
し

、
食
べ

な

が
ら
講

師

か
ら

当
時

の
話

を
聞

く
　

講
師
新

松

戸
郷

土

資
料
館

館
長

・
大
井

弘
好

氏

定

員
先
着

五
十

六
人

（
学

生

・
親
子

の
参

加

も
歓
迎

）
　

費
用

無
料

圃

電
話
ま
た

は
直

接

、
総

務
課

総
務

係

（
市

役
所
新

館
四

階

？
叩
7
3

0
5

）
へ

［
］
新

春

ソ

シ

ア

ル

ダ

ン

ス

講

習

会
２
月
６
日
～
３
月
2
7日
の
毎
週
火

曜
日
午
後
７
時
～
９

時
　
会
場
ハ

ケ

畸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
一
回
三
百

円※
初
心
者
歓
迎

問
ス
バ
ル
ハ
ケ
畸
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
平
井
？
3
4
1
・
3
5
4
8

［

］
ま

ち

づ

く

り

寺

小

屋

講

座
「

絵

手

紙

教

室

」

２

月
か

ら
毎

月
第

三
金

曜
日

〔
全

十
二

回
〕

午
後
１

時
3
0
分
～

３

時
3
0

分
　

会
場

松
戸
ま

ち

づ
く
リ

交

流
室

テ
ン
ト

小

屋
（
東
葛

飾
合

同
庁

舎
前

）

内
容

季
節

を
絵

手
紙
に

託

す
　

定
員

先
着
十

五

人
　

費
用

各
回

八
百
円

匣
電

話
ま
た

は
フ
ァ

ク
ス

で
、
住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号

（
あ

れ
ば

フ
ァ

ク

ス
も
）

を
記
入

し

て

、
松
戸

ま
ち

づ

く
リ

交

流
室

テ
ン
ト

小

屋

？
3
6
7

8
8
8
9

囲
3
6
7・８

８
２
［
ｙ
へ

［
］
初

心

者

き

も
の

着

付

け

と

生

活

マ
ナ

ー
講

座

①

乙
月
７
日
～
５
月
3
0日
の
毎
週

水
曜
日
午
後
２
時
～
４
時
②
を

月
ｍ

日
～
６
月
２
日
の
毎
週
土
曜
日
午
前

ｍ

時
～
正
午
〔
咎
全
十
六
回
〕
　
会

場
い
ず
れ
も
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
普
段
着
か
ら
訪
門
着
ま
で
一
人

で
着
て
帯
結
び
が
で
き
る
楽
し
さ
を

学
ぶ
　

費
用
命
面

と
も
一
万
三
千
八

百
円

（
全
十
六
回
分
）

※
持
ち
物
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

固
松
戸
生
活
文
化
竪

下

安
達
？
ｍ

・
6
8
9
8

【】松戸地域職業訓練センター（テク721) 講座

ａ
青
少
年
教
室
「
キ
ッ
ズ
和
太

鼓

教

室

」

２

月
1
8日
脚
・
2
5日
日

、
３
月
４

日
日

各
午
前
1
0時
～
正
午
　
会
場
青

少
年
会
館
樋
野
口
分
館
　
内
容
伝
統

楽
器
の
伝
承
と
地
域
の
こ
ど
も
た
ち

の
交
流
の
た
め
の
教
室
　
講
師
太
鼓

奏
者
・
勝
木
政
幸
氏
　
対
象
小
学
三

年
生
以
上
　
定
員
各
先
着
二
十
人

費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
？
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

口

使

わ

な

く

な

っ
た

ハ

ン

カ
チ

で

す

て

き
な

ブ

ロ

ー
チ

を

作
ろ

１
月
３１
日
収
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会

議
室
　
講
師
ア
イ
デ
ア
生
活
研
究
家

・
リ
ー
ツ
タ

ー
ポ
ホ
ヤ
ン
パ
ロ
氏

定
員
先
着
二
十
四
人
　
持
ち
物
筆
記

用
具
・
ハ
ン
カ
チ

ー
～
二
枚
・
は
さ

み

・
定
規
・
お
し
ぼ
り
　

費
用
四
百

円圃
電
話
で
消
費
生
活
課
？
叩
7
3

2
9
へ

講 座 名 日　　　時 定員／費用

パソ

コ
ン
講
座

はじめての

Windows

①2/  5(B)・　6㈲ ・13 ㈹ ・14 似) 午前

19R ・20(火)・26(月)・27 ㈹

②2/1 休)・　2(聡・　8㈲ ・　9働　 午後

15(木)・16R ・22(村・23 廊

吝8人24,000 円

(20,000 円)

一太郎を使った

文章作成講座
2/ 6( 火)・　7(水)・13(火)・14(水)　 午後

10人12,000 円

(10,000 円)

Word を使った文

章作成講座
2/15(:村・16 銜 ・22(木)・23 淦) 午前

9人12,000 円

(10,000 円)

Excelを使った表

計算講座
2/19 ㈲ ・20(火)・26(月)・27W　　 午 後

9人12,000 円

(10,000 円)

午前=午前9時30分～午後O時30分、午後=午後1時30分～4時30分

高齢

者
向
け

パソ

コ
ン
講
座

パソコンを使つて

みよう 対象60 歳

以上の人

2/ 7(水)・8 休)

午前9時30 分～正午

5人

7,000円

圃1 月25 日㈲午前9時から、費用を添えて直接松戸職業訓練センター（松戸市小

金原1 の19 の3？349 －3200 ）窓口へ

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバーの場合です。受付

開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

［
］
創
業

支

援

セ
ミ

ナ

ー

①

乙
月
2
6日
㈲
～
2
8日
嬾

営

月

劉
日
圉
～
2
3日
廊
各
午
前
９
贍
3
0分

～
午
後
４
時
3
0分

、会
場
雇
用
・
能

力
開
発
機
構
千
葉
セ
ン
タ
ー
（
千
葉

市
中
央
区
）
　
内
容
開
業
準
備
・
資

金
計
画
等
創
業
に
関
す
る
事
項
　
対

象
離
転
職
者
等
の
人
で
、
創
業
に
関

口

熟

年

男

性
の

料

理

教

室

２
月
2
8日
㈲
、
３
月
１
日
困
・
２

日
廊
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

対
象
市
内
在
住

で
六
十
歳
以
上

の
男
性
（
三
日

問
と

も
参
加
で

き
、
料
理
教
室

に

初
め

て
参
加

す

る
人
）
　

定

員
三

十

人

（
抽

選

）
　

費
用
千

五

百
円

圃
２

月
５

日

㈲
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
ハ

ガ

キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

電

話
番

号

・
返
信
用

あ

て
名
を

記
入

し

て

、

干
2
7
1
－
0
0
9
4

松

戸

市
上

矢

切
二

九
九

の

一
総
合

福
祉
会

館
内

松

戸
市

社
会

福
祉

協
議

会
「
熟

年

男

性

の
料

理
教

室
」
係

（
？
3
6
8・
0
5

0
3

）
へ

ス
ポ
ー
ツ

［
］
柿
ノ

本

台
公

園

体

言
館

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機
器

操

作
二

習

会

２
月
４
日
剛
・
2
5日
臼
午
前
1
0時

～
正
午
、
1
7日
出
午
後
６
時
～
８
時

会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト
レ
ー

ニ
ン

グ
室
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履
き
　
費
用
無

料圃
当
日
会
場
で

固
ス
ポ
ー
ツ
課
？
3
6
3
・
9
2
4
1

往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
・
希
望
ク
ラ
ス
・
返
信
用
あ
て

名
を
記
入
し
て

、
〒
2
7
0
－
8
6
9
1

松
戸
市
北
郵
便
局
私
書
箱
十
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会

（
平
木
？
廈
3
3
0

・
4
1
1
2

）
へ

【
】
家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー
ル

大

会
２
月
2
5日
脚
、
３
月
４
日
日

各
午

前
８
時
3
0分
か
ら
　
会
場
運
動
公
園

体
育
館
　
対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ

ー
ム
　
費
用
一
チ
ー
ム
二
千
円

※
２
月
1
7日
倒
午
後
２

時
か
ら
運
動

公
園
武
道
館
会
議
室
で
代
表
者
会

議
を
行
い
ま
す
。

匣
２
月
５
日

㈲
〔
必
着
〕
ま
で
に

、

ハ

ガ
キ
に
チ

ー
ム

名
・
代
表
者

氏

名

・
住
所
・
電

話
番
号
を
記
入

し

て
、
〒
2
7
0
1
2
2
4
3松
戸
市
野
菊

野
二
の
三

｝
五
　
松
戸
市
家
庭
婦
人

バ
レ

ー
ボ
ー
ル
連

盟
・
春
日
和

子

（
？
3
6
5
・
5
5
4
2

）
へ

健
　
　
康

【
】
吟
詠

講

習

会

２
月
５
日
～
３
月
2
6日
の
毎
週
月

曜
日
〔
２
月
1
2日
・
３
月
1
2日
を
除

く
全
六
回
〕
午
後
６
時
～
８
時
　
会

場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
漢
詩

の
吟
詠
　

費
用
無
料

圖

詩
吟
神
風

流
匡
風
会

・
三

浦
？

73
6．
ワ
フ
５
６

日本古来から伝わる無添加、無着色の自然食を学び､日本人

の食生活について考える講座です。

期　日 内　 容 講　師 時間 会場 定員/費用

2/ 3( 土) 手づくリ味噌 松戸友の会 午後

２
時
Ｓ
４
時

女性

セ
ン
タ
ー

ゆ

うま

つ
ど

先着

十
五
人
／
無

料

（材
料
費
実
費
）

17 ば）手づ< リこんにやく 松戸市消費者の会

24 ㈹ 手づくリ豆腐 松戸市消費者の会

匣]電話で青少年会館？344-8556 へ

［
］
家

庭
婦

人

卓

球

大

会

２

月
８
日
㈲
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
内
容
ラ
ン
ク

別
抽
選
団
体
戦
　
対
象
市
内
在
住

・

在
勤
の
女
性
　
費
用
一
人
六
百
円

圃
２
月
１
日
困
午
前
1
0時
か
ら
運
動

公
園
多
目
的
室
２
で
行
う
組
み
合
せ

会
議
で
受
け
付
け

固
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
佐
藤
？
3
8
8

・
1
8
9
6

［

］
松

戸

市

野

球

協

会

大

会

参

加

申

し

込

み

を

受

け

付

け

２

月
‥囗
日

竕

午
前
９

時
～

午

後
３

時
　

会
場

運
動
公

園

武
道

館
会

議
室

対
象
市

内

在
住

の
人

で
構

成
し
た

ク

ラ
ブ
チ

ー

ム
ま
た

は
市

内

同

一
事
業

所
の

勤
務

者
で

構
成

さ
れ
た

会

社

・

官
公

庁
チ
ー
ム
　

費
用
年

三
万

円
（
申

し
込

み
時
に

納
付

）

問
松
戸
市

野
球

芟

下

野
々

下

？
3
6
2

・
8
2
6
9

【
】
酒

の

悩
み

ご
と

相

談

・
酒

害

家
族

教

室

２
月
１
日
㈲
・
1
5日
㈲
、
相
談
＝

午
後
１
時
3
0分
～
２
時
3
0分
、
教
室

＝
午
後
３
時
～
４
時
3
0分
　
会
場
松

戸
保
健
所
　
内
容
①
相
談
＝
ア
ル
コ

ー
ル
の
飲
み
方
に
心
配
の
あ
る
人
ま

た
そ
の
家
族
に
、
専
門
医
師
・
精
神

保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
婦
が
相
談

に
の
る
②
教
室
＝
ア
ル
コ

ー
ル
依
存

症
者
を
抱
え
る
家
族
同
士
の
勉
強
と

話
し
合
い
の
場
　
費
用
無
料

※
予
約
制

問
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課
？

13
6・
2
1
2
1

口

健

康

づ

く

り
実

践

講

座

「

ら

く

ら
く

筋

力

ア

ッ

プ

（
筋

力
低

下

は
体

力

低

下

）
」

２
月
1
4日
㈲
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
内
容
講

話
と
実
技
　

講
師
筑
波
大
学
付
属
駒

場
中
高
等
学
校
教
諭
（
医
学
博
士
∇

小
沢
治
夫
氏
　
定
員
先
着
七
十
人

費
用
無
料

圃
１
月
2
5日
本
午
前
９

時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ

ー
？
叩
1
8
1
4

へ

「
」
千

葉

県

理

学

療

法

士

学

会

一

般

公

開

講

座

２

月
2
5
日
脚

午
前
1
0
時
～

正
午

会

場
市

民
劇

場
　

テ

ー
マ

理
学

療
法

土

か
ら

見
た

く
ら
し

の
中

の
リ
ハ

ビ

リ

テ

ー
シ
ョ
ン
　

講

師
八
千

代
市

高

齢

者
支

援
課

在
宅
保

健
班

理
学

療
法

士

・
田
中

康
之

氏
　

対
象

医
療

・
介

護

・
福

祉
関
係

者

・
家

族
の
介

護
に

携
か

っ
て
い

る
人

定
員
十
干

人
（
抽

選

）
費

用
無

料

圃
２

月
９

日

廊
〔
必

着
〕
ま

で
に

、
往

復
ハ

ガ

キ
に

住
所

・
氏
名

・
年

齢

・

職

業

・
参
加

動
機

・
　「

一
般
公

開
講

座

申
し

込
み
」

を
記

入
し

て

、
〒
2
7
1

－
8
5
1
1

松

戸
市

上

本
郷

四

〇
〇

五
　

松

戸
市

立
病
院

リ
ハ

ビ
リ

テ

ー

シ
ョ
ン

科
（
？
3
6
3・２
１
ワ
１

）
へ

［

］
胃

が

ん

検

診

の

追

加

実

施

胃

が
ん

検
診

申
請

済
み
の

人

で
ま

だ
受

診
し

て
い

な
い

人
は
検

診

を
受

け
て

く
だ

さ
い

。

２

月
７
日

㈲

・
８
日

困

午
前
９

時

巧
分

～
1
0
時
3
0
分
受

け
付

け
　

会
場

中
央

保
健

福
祉
セ

ン

タ

ー
　

検

診
方

法
レ
ン

ト
ゲ
ン

検

査
　

費
用

五

百
円

（

七
十

歳

以

上

の
人

・
市

民

税
非

課

税
世

帯
の
人

等

は
無

料
）

※
前
日

の
午

後
９

時
以

降
か
ら

検
査

終

了
ま

で
は

飲
食

・
喫

煙
は

で
き

ま

せ
ん

。

※
共

通
受

診
券
と

胃

が
ん

検
診

の
案

内
ハ

ガ
キ
を

持
参

し
て

く
だ

さ
い

（
胃
が

ん
検

診
の

申
し

込
み

を
済

ま

せ
て

い
な

い
人

は
受

診
で

き
ま

せ

ん
）
。

※
胃

腸

病
等
で

通
院

治
療
中

の
人

は

担
当
医
師
に
相

談
し

て
く
だ
さ
い

。

圖

保
健
福

祉
課

検
診

係

？
叩
7
4

8
7

［

］
は

り

・

き

ゅ

う

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

を

無

料

奉

仕

２

月
1
8
日
日

午
前
９

時
3
0
分

か
ら

会
場

ふ

れ
あ
い
2
2（
健

康
福
祉

会
館

）

内
容

松
戸

市
視

覚
障

害
者

協
会

会
員

に
よ
る
三

原
施
術

定
員
五
十
人
（
抽

選
）
匣
２

月
５

日

㈲

〔
必

着

〕
ま

で

に

、

往

復
ハ

ガ
キ
に

は
リ

・
き
ゅ
う

・
マ

ッ
サ

ー

ジ
の
い

ず
れ

か
ひ
と

つ

・
住

所

・
氏
名

・
年

齢

・
性
別

・
電

話
番

号

を
記

入
し

て

、

〒
2
7
0
－
2
2
1
8

松

戸
市

五
香

西
三
の

七
の

Ｉ
　
健
康

福

祉
会

館
障

害
者
福

祉
セ
ン

タ

ー
松

戸
市

視

覚
障

害
者
協

会

（

？
3
8
3
7

1
1
1

）
へ

2月は政府の呼びかけによる

省エネルギー月間です

関東電気保安協会

電気は上手に

使いましよう

ぽくは

安全エレちゃん

［
］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

３

月
１

日
～
６

月
2
8日

の
毎

週
木

曜

日

〔
祝
日

を
除

く
全
十

七
回

〕
Ａ

ク

ラ

ス

＝

午

前
９

時
～
1
0
時
2
0
分

、

Ｂ

ク
ラ

ス
＝

午
前
1
0
時
3
0
分
～
１１

時

5
0分
　

会
場

栗
ケ

沢
公

園
庭
球
場

対

象
市

内
在

住

・
在
勤

の
人
　

費
用

一
万

二
千

円

（
保

険
料

を
含
む
）

匣
２

月
５

日

㈲
〔
必

着

〕

ま
で

に

、

青年講座「日本の伝統盍を学ぶ」

す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
希
望
す
る

人
　
定
員
先
着
各
五
十
人
　
費
用
無

料圃
電
話
で
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

千
葉
セ
ン
タ
ー
相
談
部
門
？
0
4
3
2
4
8

・
ワ
フ
６
６
へ

口

青

少

年

教

室

「

中

字

生

か

ら

十

八

歳

ま

で

の

初

心

者
パ

ソ

コ

ン

体

験

」

２

月
４
日

付

・
１１

日

付

①
午
前

の

部
＝

午
前
1
0
時
～

正
午

②

午
後
の

部

＝
午

後

２

時
～

４

時
〔
吝

全

二

回
〕

会
場
富
士
通
オ
ト
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（
松

戸
駅

西
口
徒

歩

三
分

松
戸

ビ
ル
デ
ン

グ

三
階

）
　
内
容

ウ
ィ
ン

ド
ウ

ズ
9
8

・
イ
ン

タ

ー
ネ
ッ

ト

・
Ｅ
メ

ー
ル

講

師
㈱
松

戸
市
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ
サ

ー

ビ

ス

職

員
　

対

象

市

内

在

住

・

在

学

・
在
勤

の
中

学
生

か
ら
十

八
歳

ま

で
の

青
少

年
　

定
員

①
②

各
先
着

十

人
　

費
用

無
料

圃

電
話
で

青
少

年
会

館

？
3
4
4・
8
5

5
6

へ



催
 
し
 

物
野
鳥
観
察
会
（
江
戸
川
）

２

月
４

日

脚
午

前
８

時
松
戸

駅

東

ロ

デ

ッ
キ
上

集
合

、
午

前
１１

時
現
地

解

散

〔
雨
天

中
止

〕
　

持
ち

物
筆

記

用
具

・
観

察
用
具

な
ど
　

費

用
無

料

（
交
通

費
実

費
）

問

聯

ま
つ
ど

街
と

水
辺
の
緑

化
基
金

？
4
5
・
9
8
4
6

３

［
］
の

ぞ
み

学

園

作

品

展
示

即

売

会
１

月
2
5日
用
・
2
6日
廊
午
前
９
時

～
午
後
４

時
　
会
場
松
戸
市
役
所
本

館
一
階
　

内

容
陶
芸

・
縫

製
・
木

工
・
園
芸
品

圖
の
ぞ
み
学
園
？
3
6
8
・
1
6
5
5

［
］
借
地
借
家
の
無
料
相
談

２
月
２
日
向
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

固
松
戸
借
地
借
家
人
組
合
飛

折
？

53
4
.
3
5
4
8

○
譲
り
ま
す

〔
家
具

〕

シ
ス
テ

ム

ペ
ッ
ト
（
本

棚
付

き

）
　一
万
円
◆

シ
ン

ケ
ル

パ
イ

プ

ペ

ッ

ト
無

料
◆

ド
レ

ッ
サ

ー
五

百
円
◆

三

面

鏡

一
万

円
◆
ソ

フ
ァ
ー

五
脚

無

料
◆

食

器

棚
無
料
◆

座

い
す

二
脚
千

円

◆
座

卓
八

千
円
◆

デ

ッ
キ
チ

ェ
ア

ー
ハ

百
円
◆

パ
ソ
コ

ン

デ
ス

ク
三
千

円

◆

バ
ラ
ン

ス
チ

ェ
ア

ー
四
千

円
◆

学

習

机
無

料
◆
食

卓
テ

ー
ブ
ル

い

す

二

脚
付

き

五
千
円

〔
電
気
用

品
〕
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ

七
千
円

◆

全
自

動

洗
濯
機

無
料

・
一
万
円
◆

こ

た
つ

千
円

二
点

・
一
万
円
◆

卓
上

ミ

シ
ン

二
千

五

百
円
◆

ワ

ー
プ
ロ

三

千

五

百
円
◆

蛍
光

灯

（
つ
リ

下
げ
丸

型

）

五
百

円
◆

ス
タ
ン

ド
ラ

イ
ト
ハ

［
］
や

わ

ら

木

苑

特

別

品

バ

ザ

ー

ル
２

月
４

日

臼
午

前
１１

時
～

午

後
２

時
　

会
場

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
や

お
ら
木

苑
　

内
容

和

服

・
人
形

・
絵

画

・
額
縁

・
手

作
り

品

・
高
級

服
飾

品
等

圖
や

お
ら
本

苑
友

の
会

？
3
8
6・
0
2

1
3

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
新
番
組
「
天

文
学
偉
人
伝
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ

レ
イ
　
そ
れ
で
も
地
球
は
回
っ

て
い
る
」

投
影
日
２

月
３

日

～
３

月
2
5
日
の

土

・
日
曜

日

、
祝
日
　

投
影

開
始

時

刻
日

曜
日

、
祝
日

、
第

二

・
四

土

曜

日

は

午

前
1
0
時

、
午

後
１

時
3
0
分

、

３

時
3
0分

の

三
回

。
第

∇

＝
王

曜

日

は
午

後
の

み
二

回
　

定
員
先

着
八

十

人
　

費
用

子
ど

も
三
十

円

・
大
人

五

十
円
（
投

影
開

始
三
十

分

前
か

ら

、

一
雨

受
付

で

発
売
し

ま

す
）

圜
市

民
会

館
ヲ

ラ
ネ

タ
リ
ウ

ム
室

？

叩
1
2
3
7

百
円

◆
赤

外
線

治
療

器
三

千
円

◆
加

湿
器

千
円
◆

炊

飯
器

五

百
円
◆

オ
イ

ル

ピ
ー
ク

上

二
千
円
◆

大

型

ホ
ッ
ト

プ
レ

ー
ト

一
万

円
◆

大
型

冷

凍
庫

一

万
円

◆
Ｃ
Ｄ

ラ

ジ
カ

セ

五
百
円

◆

フ

ロ
ア

ヒ

ー
タ

ー
二
千

円
◆
ハ

ン

ド

マ

ッ
サ

ー

ジ
機
八

百
円

・
二

千
円

〔
子

供

用

品

〕

お
ん

ぶ

だ

っ

こ
ひ

も

五

百
円

二
点
◆

お

ん
ぶ

だ

っ
こ

ひ

も

（
新

生
児

可

）千

円

◆

ウ

エ

ス
ト

ポ

ー

チ
型

だ

っ
こ
ひ

も
千

円

・
二
千

円
◆

チ

ャ
イ
ル

ド

シ
ー
ト

無

料
◆

幼
児

用

い

す
千

五
百
円

◆

テ

ー
ブ
ル
チ

ェ
ア

ー
五
百

円
◆
ハ

イ
ア

ン

ド
ロ

ー
チ

ェ

ア

ー
千

円
◆

ペ
ビ

ー
バ

ス
無

料

・
五

百
円
二

点

・
千

円
◆

ベ

ビ
ー

ペ
ッ
ト

二
千

円
◆

ベ

ビ
ー

ペ
ッ
ト

（
ガ

ー
ド

付

き
）

五
千

円
◆
Ｂ

型

ベ
ビ

ー
カ

ー

に
星

空

観

望

会

２
月
1
0日
出
午
後
６
時
か
ら

牟

後
５

時
3
0分
開
場
）
　
会
場
市
民
会

館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
と
屋
上
　
内

容
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
見
学
の
後
、
屋

上
で
天
体
望
遠
鏡

を
使
い
金
星
や
木
星
、
土
星
を
観
望

（
天
候
不
良
時
は
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

室
内
で
解
説
な
ど
を
予
定
）
　
定
員

先
着
八
十
人
　

費
用
無
料

※
団
体
（
二
十
人
以
上
）
は
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
？
3
6
8
・
1
2
3
7

へ

［
］
喜

楽

家
法

人

化

支

援

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー
コ

ン

サ

ー
ト

「
モ

ン

ゴ

ル
の

風

に

寄

せ
て

」

２
月
３
日
倒
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
市
民
会
館
　
費
用
千
円

※
午
前
1
0時
か
ら
も
ち
つ
き
、
バ
ザ

ー
等
が
あ
り
ま
す
。

圜
喜
楽
家
？
3
4
4
・
9
9
5
1

（
月
曜

日
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

四
千

円

・
五
千

円
◆

プ
レ

ー

ジ
ム

五

百
円

◆

ウ

ー
ハ

ン

五
百
円

◆

電
動
搾

乳

器
五

百
円
◆

白

転
車
用

前

用
補
助

い

す
千

五

百
円

◆

木
製
滑

り

台
無
料

◆

乳
児

用
お
ふ

ろ

補
助

具
五

百
円
◆

お

ふ
ろ

補
助

い
す

五
百
円

◆

歩
行

器

千

円
◆

手
押

し
車

無
料

〔
ス

ポ
ー
ツ

用
品

・
楽

器
〕
キ
ー

ボ
ー

ド

三
千

円
◆

ピ
ア

ノ
無

料
◆

男
性

用

ス

キ

ー

ウ

ェ

ア

Ｍ

サ

イ

ズ

二
千

円

閇

芍
用

上
着

三
千

円
◆

女
性

用

ス
キ

ー
ウ
ェ

ア
Ｍ

サ
イ

ズ

二
千

円

・
三
千

円

・
1
5
0
作
用

三
千

円
◆

女
性

用

ス
キ

ー
セ

ッ
ト

無
料
（
板
1
6
0作

ブ
ー
ツ
2
4

宍

叶

）

三

千

円
（
板
1
6
0作
ブ

ー
ツ

臼

ぷ

・
五
千

円
（
板

回

ブ

ー
ツ
2
3

・
５

碧
∇

五
千

円
（
板
1
6
2
ｔ
ブ

ー
ツ

2
3・
５

作

）
ス

キ
ー

バ
ッ
ク

二
千

円

◆

ス

キ
ー

バ
ッ

ク
キ

ャ
ス

タ
ー
付

き

三
千
円

・
三
千

五
百
円

◆
白

転

車
こ

ぎ
機

無
料
◆

卓

球
台

無
料
◆

女

性
用

ゴ

ル

フ
バ

ッ
ク
セ

ッ
ト

三
千

円
◆

男

［

］
障

害

児
（
者

）
と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２

月
1
0日
出

午
後
２

時
か

ら

牟

後
１

時
3
0分

開
場
）
　

会
場

常
盤

平

市

民
セ

ン

タ

ー
　

内

容
テ
ノ

ー
ル

歌

手

・
高
橋

寛
氏

、
み

ゅ
Ｉ

じ
館
に
よ

る

歌
や

ピ
ア
ノ

ー
バ

イ
オ

リ
ン
ほ

か

の
演
奏

春
用

五
百
円
〔
障

害
児
（
者
）

は

無
料
〕

問

障
害
者

問
題

研
究
会

松
戸

サ
ー
ク

ル

・
近
藤

？
3
8
7・
1
6
6
7

［
］
な

ん
で

も

相
談

日

２
月
４
日
日
午
前
1
0賻
3
0分
～
午

後
３
時
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
十
一

階
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
　
相
談
内
容

法
律
・
相
続
・
税
金
・
不
動
産
・
登

記
・
教
育
・
建
築
設
計
・
デ
ザ
イ
ン

・
社
会
保
険
・
労
働
保
険
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
な
ど
　
相
談
担
当
者
弁
護
士

・
税
理
士

・
司
法
書
士
・
宅
地
建
物

取
引
主
任
者
・
社
会
保
険
労
務
士
・

一
級
建
築
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

塾
講
師
ほ
か
　

費
用
無
料

問
松
戸
商
工
会
議
所
？
3
6
4
3
1
1

性

用

ゴ
ル

フ
バ

ッ
ク
セ

ッ
ト

五
千
円

〔
日

用
雑

貨
〕
都
市

ガ
ス
用

ス
ト

ー
ブ

一
万

円
◆
丸

型
石

油

ス
ト

ー
ブ
無
料

・
千

円
二
点

◆

ス
タ
ッ

ド
レ

ス
タ
イ

ヤ

（
旧
／
6
0
／
R
1
4
）

無
料

◆
五

月

人
形

ケ

ー
ス
入

り
こ
点

無
料

◆
壁

紙

二
本

セ

ッ
ト

（
9
5×
1
8
0惣
）

二
千

円

◆

ハ

ン

ガ
ー
無

料
◆

銅
製

ワ
イ
ン

ク

上

フ
ー
千

円
◆
つ

っ
ぱ
リ
棒

棚
無

料

・
二
千
円
◆

テ
レ

ビ

台
無

料

△
二
千

円
◆

介
護

用
紙

お

む
つ

Ｍ

・
Ｌ

無
料

◆

マ
ー
ジ

ャ
ン

パ
イ

無
料

・
千

五
百

円
◆

漢
字

用
書

体
辞

典
二
千

円
◆

カ

セ

ッ
ト

テ
ー
プ

入
れ

二
個

セ
ッ
ト

三

百

円

・
千

円
◆

紳
士

用
靴

ケ
ー

ス
四

個
セ

ッ
ト

五

百
円
◆

二
連

は
し
ご

無

料
◆

犬
小

屋
千

円
◆

オ
セ

ロ
ゲ

ー
ム

無

料
◆

都
市

ガ
ス
用
Ｌ

Ｐ

用

ガ
ス
コ

ン

ロ
五
千

円
◆

ふ
ろ

が
ま

一
万

円
◆

男

性
用

津
軽
塗

リ
げ

た
台

五
千

円
◆

女

性
用

津
軽
塗

り

雨
げ
た

台
五
千

円

圃

１
月
3
0日

㈹
〔
消
印
有
効
〕
ま
で
に
、

ロ

ア

ニ

メ

映

画

Ｔ
「

ツ

ピ

し

バ

ー

ス

デ

ー
　

命

か

が

や

く

瞬

間

」

と

講

演

の

集

い

３

月
ｍ

日

倒
午

後
１

時
3
0
分
～
４

時
2
0分

（
午
後
１

時

開
場
）
　

会

場

市
民

会
館
　

内
容

映

画
と

講

演

（
講

師

＝
映

画

原

作

者

・
青

木

和

雄

氏

、

字
幕

・
手

話
通

訳
付

き
）
　

定

員
百

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

奈
保
育
あ
リ

（
有
料

）

圃
２

月
1
0
日

出
〔
消
印

有
効

〕

ま
で

に

、
往
復
ハ

ガ
キ
に

住
所

・
氏

名

・

電

話
番
号

・
保
育
の

希
望

の
有

無

・

参
加

希
望

人
数
（
大
人

・
こ
ど

も
別

）

・
返
信

用
あ
て

名
を

記
入

し
て

、

〒

7
1－
8
5
8
8

松

戸
市

根
本

三

八
七

の

五
　
松
戸
市
役

所
市
民
相
談
課
（
？

3
6
6
・
［ｙ

３
１

９

］
へ

［
］
人

形

劇

団

フ

ー

グ

に

よ

る
「
ピ

ン

ク

の

ド

ラ

ゴ

ン

」

１

月
2
7日

出

午
後
２

時
～
３

時
1
0

分

会
場
森

の

ホ
ー
ル
2
1
　
費
用

三

壬

二
百
円

（
幼
稚
園
児
は
千

五
百
円
）

問

松
戸

子
ど

も
劇
場

・
青
木

？
叩

ハ

ガ
キ
に

希
望

品
名

（
品

物

一
点

に

つ

き

一
人

一
枚

）
　・
価
格

・
住

所

・

氏
名

・
電
話
番

号

（
昼
間

お
勤

め
の

人

は
勤

め
先
の

電

話
番
号

）
を

記
入

し

て

、
〒
2
7
1
－
０

０
［ｙ

３

松
戸

市
小

根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

第

二

ビ
ル
　

松
戸
市

消
費

生
活

課
へ

※
相
手

の
紹
介

は

翌
月
1
0
日
ご

ろ
ま

で
に

抽
選
し

当

選
者
に

連

絡
し
ま

す

。
紹
介

後
は
自

主
交

渉
に

な
り

ま
す

。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

、
１
月
3
0

日
㈹
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。
２
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

圖
消
費
生
活
課
？
3
6
6
・
7
3
2
9

「
」
千

葉

県
生

涯

大

学

校

陶

芸

作

品

展１
月
2
5日
困
～
2
8日
脚
午
前
1
0時

～

午
後
８
時
（
初
日
は
正
午
か
ら
、

最
終
日
は
午
後
６
時
ま
で
）
　
会
場

柏
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
高
島
屋
ｓ

館
八
階
）
　
内
容
陶
芸
専
攻
科
一
～

二
年
生
の
作
品
　

費
用
無
料

圖
千
葉
県
生
涯
大
学
校
江

戸
川
校
舎

？
０
４
７
１

・
5
2・
1
1
8
1

【
】
手

賀

の

丘

少

年

自

然

の

家

・

エ

ン

ジ

ョ

イ

ウ

イ

ー

ク

エ

ン

ド

２

月
1
0日

出

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場
手

賀
の

丘
少

年
自

然
の

家

（
沼

南
町
）
　

内

容
手

賀
の

丘
公

園
で

の

ネ
イ
チ

ャ

ー
ゲ

ー
ム
　

費
用

無
料

匣
当
日

会

場
で

圖

千

葉
県
立

手
賀
の

丘
少

年
自

然
の

家

？
０
４
ワ

１

・
９１

・
１
（
Ｍ）「ソ
」（
‥ｊ
）

Ｕ

手

話

通

訳

者

を

募

集

し

ま

す

聴
覚
ま

た
は

音
声

言
語

の
機

能
障

害

が
あ

る
人
の

円
滑

な
意

思
の

疎
通

を

図
る
こ

と

を
目
的
と

し

て

、
派
遣

お
よ

び
設

置
に

よ
り

手

話
通

訳
を
行

っ
て
い
た
だ

け
る
人

を
募
集
し
ま
す

。

募

集
人

員
若

干
名
　

資

格

次
の

①

～

③
の

い
ず

れ
か

一
つ
以

上
に

該
当

す

る
人

①
手

話
通

訳
士

の
資

格
を

有

す

る
人

心
羊

葉
県

手
話

通
訳

者
選

考

試

験
の

合
格

者

③
手
話
活

動

の
経

験

を

お
お

む
ね

三
年
以

上

有
す

る
人

選

考
方

法
松

戸
市

ろ
う

あ
協

会
等

の

意

見

を
考
慮

し

、
面
接

に
よ

り
選

考

提
出

書

類

①

履

歴

書

（
写

真
添

付

、

手

話
活

動
の

内
容

、
経

験
年

数
等

を

記
入
）
②
小

論
文
（
テ

ー
マ
＝
自

由
／

手
話

通
訳
者

に

関
す

る
こ

と

な
ど

）

採
用

予
定

月
４

月
１

日

匣
２

月
９

日

圃

〔
必

着
〕

ま

で
に

、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市

根

本

三
八

七
の

五
　

松
戸

市
役
所

障

害
福

祉
課

（

？
3
6
6・
7
3
4
8

囲
3
6
2・
８

２

８

３
）
へ

《松戸では８時になったらおはなしタイム》

期　日 会　場 時　問 プログラム

1/25( 村

青少年会館
午前10時40 分～

10時50 分
紙芝居｢はらぺこガズラー｣

二十世紀が丘市民セ

ンター
午後3時～4時 アニメーション・人形劇

26銜 東部スポーツパーク 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

31(ﾎ) 野菊野こどもホール 午後3時30分～4 時 絵巻物｢おやゅびひめ｣

2/ 1 ㈲ 小金市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

2廊 五香市民センター 午後3時～4時 アニメーション・人形劇

［
］
交

流

会

に

参

加

す

る

視

覚

障

害

者

を

募

集

し

ま

す

２

月
1
5日

困
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午

後
２

時

会

場
ふ

れ
あ

い
2
2
（
健
康

福

祉
会

館
）
　

内
容

松
戸

市
視

覚
障

害
者
協

会

・
松
戸

点
訳

会

・
松

戸
朗

読

奉
仕

会
の

各
会

員
な
ど

が
参

加
し

て
の

交
流
会
　

対

象
視

覚
障

害
者

持
ち

物
弁
当
　

費
用
無

料

匣
１

月
３１

日

㈲
ま
で
に

、
電
話
で
松

戸
朗

読
奉
仕

会

・
大
石

？
サ
1
4

2
1

へ

［

］
市

立

博

物

館

で

博

物

館

実

習

の

申

し

込

み

を

受

け

付

け

ま

す

受

付

期
間
２

月
１

日

㈲
～
1
4
日

収

対
象

博
物

館
法

施
行

規
則

第

一
条
第

一
項

第

五
号
に

規
定

さ
れ

て
い

る
博

物

館
実

習
の
単

位
取

得
を

希
望

さ
れ

る
人
　

実
習

期
間
８

月
～
９

月
　

定

員
十

五
人

程
度

※
詳

細
は

お
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い

。

圖
市

立
博

物
館

学
芸
係

？
3
8
4
8
2

［
］
市

町

村

立

中

学
校

非

常

勤

講

師

を

募

集
し

ま

す

募
集
教
科
技
術
、
家
庭
、
美
術

応
募
資
格
前
記
い
ず
れ
か
の
教
科
の

対象3～9歳＜らい　費用無料

※アニメーション「チャーリーのマント」人形劇「3びきのこぶた」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※靴を入れるビニール袋持参にご協力＜ださい。

※電話でおはなしが聞ける「でんわおはなしキャラバンJa3 「ｱﾜｰ

0000 もご利用ください。

問市立図書館S365 ―5115

中

学
校

普
通
免

許
状

を

有
す

る
満
六

十

三
歳
未

満
の

人
　

募

集
期
間
３

月

3
1日

出

ま
で
随

時

受
け
付

け
　

報
酬

授

業

一
時
間
に

つ

き
二
千

八

百
三
十

円※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

圃

市

販
の
履

歴
書
に
必

要

事
項

・
所

有
免
許

状
を

記
入

し
て

、
郵

送
で

〒

劉
1
8
5
6
3

松

戸
市

小

根
本
七

県
教
育

庁
東

葛
飾

地
方

出

張
所
管

理

課

（

音
3
6
1
・
2
1
2
4

）
へ

［

］
春

休

み

国

際

交

流

事

業

参

加

者

を

募

集

し

ま

す

①

ち

び

っ

こ

探

検

学

校

ヨ

ロ

ン

島

３

月
2
7
日

㈹
～

４

月

３

日

㈹

〔
七

泊

八

日

〕

対

象

小

学

生
　

定

員

先

着

四

百

人
　

費

用

十

一

万

二

千

円

※
２

月
1
7
日

倒

に

説

明

会

が

あ

り

ま

す

。

②

南

の

島

丸

ご

と

体

験

学

校

～

サ

イ

パ

ン

編

～

３

月
2
7
日

㈹

よ

Ｊ
日

銜
〔
三

泊

四
【
】‥」〕

対

象

小

学

四

年

～

中

学

三

年

生
　

定

員

先

着

百

五

十

人
　

費

用

十

四

万

円

程

度

胆

聯

国

際

青

少

年

研

修

協

会

？
0
3
・

３

３

５

９

・
8
4
2
1

お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ

おはなしキャラバン



市民会館

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

？368-1237

期 日 内　　 容 （☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

1/28(1日)万作踊り新年会 10:00 教）社会教育課　　　　？366 －7462

31 ㈲ 葵舞踊百華 11:00
葵舞踊振興協会・小田

？043-302 －0111

2/ 3C士)
喜楽家 法人 化支 援

チ ャリティ ーコン サ ート　　　　　　 ☆
14:00
松戸市肢体不自由児者父母の会

？344-9951  (喜楽家）

4(日)劇団一 跡二 跳 「少女と 老女 のポ ルカ」 ☆ 18:00 松戸子ども劇場　　　　？386-9154

10 ㈹ 松戸芸 術 舞踊協 会チ ャリ ティ ー公演　 ☆ 17:00 松戸芸術舞同協会・本間？386-2972

18(日)松戸地方特殊学級合同　学芸発表会 10:00 教）指導課　　　　　　？366-7458

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

市民劇場 ？368-0070

期　日 内　　 容 （☆は有料） 髑演時間 問い合わせ先

1/27(屶 世界ふれあいコンサート 14:00 聯松戸市国際交流協会　 昔36卜7310

28(日)
フ ァミ リー のため の名 曲コン サ ート

田辺 信男と イー ストウ ィン ス　　　　 ☆
14:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

？367 －0939

2/ 4(1日)ピアノ発表会 13:00 鵜飼瑠美子　　　　　　S342-9968

12 ㈱ 秀君乃会　民謡の発表会 10:00 秀君乃会　　　　　　　 ？362-5932

1勵）生活習慣病事業基調講演会 13:30 市）ｲ呆健福祉課　　　 ？366 一7485

23 ㈲ 和洋女子大学定期演奏会 16:00
和洋女子大学　ロック関連研究部

？371 づ 叩

24(士)外国人 による 日本 語 スピ ーチコン テ スト 13:00 聯松戸市国際交流協会　 ？366-ﾜ310

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

期　開 内　　容 問い合わせ先

1/280日)まで 松戸市小中学生造形作品展 教）指導課　　　　　　　？366-7458

1/31㈲～2/  4(1日) 富士百景写真展 富士愛好会　　　　　　　？362-5579

2/13W ～2/25(1日) 松戸市書道展 教）社会教育課　　　　　？366-7462

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

期　　圜 内　　容

展示 2/6(㈲～12㈱ 「第6 回 ふれあ い絵手 紙 展」　　　　　 八柱 絵手紙 の会

観察

会

2/17圉午前10 時～11日豹O 分

囲 天中止j

バードウォッチング

講師自然解説員・首藤美恵子氏　定員先着25 人　費用

無料

圃当日パークセンターで

相談
毎週水・土 一日曜日と祝日、午前10

時～正午と午後1時～3 時30分

みどり の相 談員 による 花や 緑に 関する 相談( 電 話 でも 受

け付 けま す)

開館時間…午前9時～午後4時（月曜日は休館。ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

？362-2050

期　問 内　　　容

2/18(1日)まで

徳川 写真館part Ⅲ

徳 川昭 武 は写 真を 趣味 とし てい た ため 、松 戸 徳川家 には膨 大な 数 量の 写真が残さ

れてい ます。こ の 写真 を順 次公 開 する た め 、シリ ーズ で開 催さ れる 今回 の徳 川写 真

館part Ⅲでは 、肖 像写真 や 徳月卜 門 の人 々 が 撮影し た 写 真を 展示 し ます 。

入 館時 間 …午前9 日豹 〇分～ 午 後4 時30 分 （月曜 日は 休館 。ただし 、祝日の 場合 は開館し 翌 日休 館。

年 末年始12/28 ～1/ ∠は 休 館）

入 館料 …一般60 円 、高 ・大 学生40 円 、小 ・中学生20 円

※毎月 第2 ・4 土 曜日 は小中 学生 の観覧 は無 料で す。

○休館のお知らせ…施設整備のため、２月19日(月)～3月31日(土)まで戸定歴史館展示室は閉室

となります。なお、戸定邸は通常通りご覧いただけます。

救急医療体制

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

？366 －0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　？368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

？365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

S384-5050

期　日 内　　容(☆は有料) 開演時周 問い合わせ先

大

ホ

ー

ル

1/27W さだ まさし コン サート　　　　　　　 ☆ 18:00 ちけっとば一とo03-3357-9999

28(日)
エレ クト ーン コン サート

「子供た ちの 未来 に響 け」　　　　　 ☆
14二30㈱ｲ尹藤楽器　　　　 ？348-0111

2/ 3(が 川 中美幸 歌謡 ショ ー　　　　　　　　 ☆
14:00
松戸市商店会連合会 ？364-3111

18:00

4(日)
STARDUST REVUE（ｽﾀｰ ﾀﾞｽﾄﾚ ﾋﾞｭｰ）

CONCERT  TOUR 2000－2001 ” STARS”☆
18:00 フリップサイド？03-3470-9999

1(X土)由紀さおリ＆安田祥子童謡コンサート☆ 18:00 RO-ON　　　　　　 ？365-9911

11勍 松戸市民吹奏楽団第18回定期演奏会 1400
松戸市民吹奏楽団・中村

？385-6395  (夜間)

15休）
タン ゴの 真髄

巨 匠ラビエ と セス テート ・ス ール　　 ☆
18:30
MIN －ON チケットセンター

Q03-3226-9999

17仕）高木幼稚園音楽会 12:30 高木幼稚園　　　　 ？387-4809

25(日)
よこすかウインドアンサンブル

ウインターコンサート
1400 渋谷　　　　？090-2478-39ﾜ0

小

ホ

ー

ル

1/27圉 人 形劇 「ピン クの ドラゴン 」　　　　 ☆ 14二30松戸子ども劇場　　 ？386-9154

28(日)美華会民謡民舞発表会 几00 美華会　　　　　　 ？371-2195

2/1OC士)
歌 舞伎フ ォー ラム

「かぶさ はとも だち 」　　　　　　　 ☆
17:00
拊松戸市文化振興財団

？384-5050

11竕 和佐まきダンススタジオ第10回発表会 18二00吉村　　　　　？0471 －6∠卜2919

12 ㈱
エレクトーン3 台とピアノによる､夢の音♪

未来 ヘ　 ジョ イン ト ・コン サ ート　　 ☆
15:00 江口　　　　　　　　？38ﾜ 一6905

17(土)オペラ「ドン・ジョヴアンニ」

全2幕日本語上演　　　　　　　　　 ☆

18:30
伊藤　　　　 ？042-563 づ045

18(日) 14:00

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

期回 2/ 1休)まで 2/ 2m ～1 叺 〉 2/16R ～3/ 1(ﾎ)

東
和紙ちぎり絵展

圜鎌田？344- 引06

松戸フォトグルッペ写真展

圖久保田O0478 ― 72－ 3524

陶悠会陶芸作品展

圜小島？36 ∠1-9425

西
露松院ロー書法展

圖坂本？361 －0022

m’Sきると１ St.

圖五十嵐？36 ワー1347

バイアス編手あみニット作品展

圖 大 竹？04ﾜ1 －33 －0787

期　　問 内　　　　　 容

2/1 休卜28 休)午後1時 巧分・3時

15分から上映(土・日曜日、祝日

は午前11 時からも上映)

ハイ ビジ ョン映 像｢ イタリ ア　ト ス カー ナ紀行 ～中 世の面 影残

る芸術 の町 ・シエ ナ｣ 〈上 映時 間30 分〉　 会 場講 堂　 観覧 無料

※講座 開催の ため 、2 月４日(日)・18 日臼 の ハイビジ ョンは 、午前

11 時30 分 から上 映し ます。

3月の ハイ ビジ ョン映 像｢ 悠久 の長 江～ 三峡｣ 〈上 映時 間50 分〉

3/31  et)まで

学習資 料展 「教科 書 のなか の道 具とく らし 」

内 容 小学校 社 会科 の教 科書 に登 場 する 一 昔 前の道 具 や住 まいの

様 子 を展示し 、当 時の 生活 の様 子やく らし の変化 につ い て考え

ます　 会場 企画 展示 室　観覧 無 料

2/25(1日)、3/  4(Eﾖ)・11(Eﾖ)

各日午後1時30 分～3時

第6回学芸員連続講演会

2/25(1日)：｢ 近世東葛の石工たち｣

3/ 4(日)：｢ ハゼをもとめて～海外生物調査協力から｣

3/11(1日)：｢ 関場遺跡の礫群について｣

会場実習室　定員当日先着40 人　費用無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

圃電話で市立博物館試着体験ｲ系？384-8272 へ

休館日 月曜 日( た だし 、祝日 の場合は 開館し 翌 日休館) ・第4 金 曜日 ・年末 年始(12/28 ～1/4)

開 館 時間 午 前9 時30 分 ～ 午後5 時( 入 館は 午後4 時30 分 ま で) 常 設 展示 観 覧 料一 般300 円(240

円) 、高 一大 学 生 巧○円(100 円) 、小 ・中学 生100 円(60 円) 〔(　　) 内は団 体 料金/20 人以 上〕

※毎月 第2 ・4 土 曜日 は小 ・中学 生の 観覧は 無料 です 。

ガ イド ツアー( 常 設展示 解 説)毎 日午 前10 時 ・午後2 時 から30 分間( 参力[]者は 観覧料 が必 要で す)

学 芸員 による 展示 スポ ット 解説 毎週日 曜日 午後2 時30 分から20 分 間( 参 加者は 観覧 料 が必要 です)

※来館 者専用 の駐 車場は あり ませ んの で 、21 世 紀の 森と広 場の 駐車場( 有料) をご 利 用く ださい 。

戸定歴史館

相談名 期日 時間 会　 場

市政･一 般
マ ニ ‾ 『 蓊 灘 百 籬 －･一 輿一回－

市民 相談 課

幵

鬪

昆

ぃ

弘

が

厂

に潸

ぼ

濛

順

治

獄

ｊ
ｌ
ｌ－

交 通 事故 四 心皿 卜皿 四丿皿 塒| 午 前9 時 ～午 後5 時｜

法 律 相 談

( 予 約 制)

ｓ　・　 ゝ　 ぺ ｙ

Ｊ　 月･ 火･ 木 曜 日 口 午後1時～5時勹

市
役

所

相
談

コー

ナ
ー

‘　 第1 月曜 日 呂　午 前9 時 ～正 午　 宍

税 務 相 談
愆` a溺m μX､･窃球r 黔匐羔 ぶ9詼 旅･ Q`篦､g 笵゙艾r 皿ﾐ

｜　 第2 金 曜 日 厂 平 石 百 二贏2 友゙゙ B

登 記 相 談
r皿 卜 四1 応大 同茗荷匹 ゛W収沁?高卜乙.acm

第3 金 曜 日
『苓 石 籘 二廠5 硲 〕

行 政 相 談
匹 に心 ぶ忿丿卜J.. 匹. 呎S.卜..冫,､刄･説派ﾝ.笳｡･.冫

１ 第2 ・ 第4 月 曜 日
厂 写 蜜 篠 二 腦 厂

２　　， ．．　　 、　　　ｌ
不 動 産 相 談｜　　 水 曜 日

g･ゝ r丶丶ゝ丶八丶･yヾ　・　丶丶
｜　 午 後1 時 ～5 時　 Ｕ

外 国人 相談
堆､,X､ 淞ゝ.KJ､..｡･｡ヽヽヽ･｡､J｡｡7ヽ.、

j 第2 ・ 第4 火 曜 日 ｜　午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ

叺 μ ｡ . ｀ . , W ゛卜 沢｀以 ｀叭 む . . 気 卜 郤｀ぷ 陬｀｀ y . 以ぷ 訛 ､ ゛ W . m Q ，

第 3 水 曜 日

甄aW, 洽,,,JW.心 ぷ卜 以ヽ ヽ.卜 蝸 ……~隨鞣,y二･. 冫μ･ 言　 ’

| 午 前10 時
～
午 後4 時 ； 『玉 石筱4 ゛

労 働 相 談
y . U . v 叭 ぶχ ､ ､ a α ｡ ､ り 心 ｡ r y . χ 丶α 4 8 4 ･ や . ｀ ,゙ r卜 r ゝ｀ ぺぷ｀

第 1
・

第 3 月 曜 日

yべa､`冫､α&髦､､､4丶rKら･9 肖､4.c､..｡､ 。

ヨ　 午 後1 時 ～5 時
E商 工 観 光

M課 労 政 係
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(？361-4089) でも行っています。

一　

巡

回

年

金

相

談

2(金)

午 前10 時 ～ 午 後3 睇

常盤平 支所
Ｊ国

民

年

金

課

適

用

係

水

左

記
以

外

の
日

は
国

民

年
金

課

へ

１４
¢３
冫９
１、一
″ら，、
宀ｘ冫
＆二
肖
丁Ｍ
″χｓａ
、
？入
崘，りｓ
りゝヽｓ
″ｇ
Ｍ
Ｉゞ
ｉ亠
ｋｙ
Ｓ
寸ｅ
″丶ｘｘｇ
ｙ
＆．Ｑ
Ｆ～

6(火) 小 金 支 所

9(金) 小金 原支所

１３(火) 馬 橋 支 所

16(金) 六 実 支 所

20(火) 新松戸 支所

23(金) 矢 切 支 所

27(火) 東 部 支 所

消費生活相談

､皿 政､泌召4､Ms 〃 ぃょ...皿 ぷ匹.4.卜 傚..,匹.4.

月
～
金 曜 日

『 － 一 一呂9 ゛゙ … …“ ゛^'゙‘ ゛^1
|
午 前9 時 ～ 午 後4 時 ｜

W~2 ヽ2?.溲〃.A.,ヽ-WSWm 匹 心.S S.､ぷり二余､s2.&-m

消 費 生 活 セ ン タ ー

？365-6565

子 育 て 相談 月 ～ 金曜 日 | 午前8時30分~午後5時|
北松戸保育所内？367-4646

六高台保育園内?394-5590

※住宅課？366-7366 、商工観光課？366-7327

一 一 一 一 一
相 談 名

・　丶　　　　 １　Ｊ　り り

一 一 一
期　 日

丶　y 丶　 ♂･

一 一 一 一 一 一
時　 間

･丶･　 ゝり 心I心皿り‘W/m ゝX

一 一･一一一 一
会　 場

ka-･y鳬,丶『 匹XJ皿 皿

厂 鈩

- 一心一 一

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役刮職ｺｰﾅｰ
千

葉

地

方

法

務

局

松

戸

支

局

福

祉

事

務

所

援

護

係

公

366

７

３

４

９

寸
″ぐ

９

汾Ｓ

、
ｇ

沁卜
ｇ

冫
Ｓ

ζＦ
弥
宍

ａ，
ｓ

ｌ

ぷ

φ／ａ

？ー
ｓ、

；
刄ｓ

ぷ、

ｉ
寸―

―

卜！

釘

″々ヾ―

5(月) 馬橋支所

6(火) 六実支所
¬ = ｢ ■ ㎜㎜¶ 　 　 　 　 ㎜ ㎜ 　 ㎜ ㎜

6 ( 火 )

，小金支所

7(水) ｜常盤平支所

7冰） ｦ 新松戸市民センター

8休）
訃 金 原 市 民ｾﾝﾀｰ

り 气 ¶り　　 ¶　, ¶气V

※ 人権 相談 は千 葉 地方 法務 局 松 戸 支局（？363-6278) で も 行 っ てい ますo

心

配

ご

と

相

談

･へ,,　･=･　･ 丶　,ヾ a･
第1 ～ 第4 金 曜 日

丶 ¶ 丶¶ ■■ ■ ･ - ･ , r ¶ - X r -  － 　 丶 〃丶丿 　 　 丶 丶

午 前 1 0 時

～

午 後 3 時

♂ゝ s　 ～　 〃“　, 〃り　
，

沛 役 所 榴|ｺｰﾅｰ
社

会

福

祉

協

議

会

一　　　　　

公

368

・

０

５

０

３

ｓ

ぺχ

―

！

～，
ｊ

丶
ｓ，

リ

丶丿
丶

丿冫
丶

丶　

，

５　

ど
／χ　

丶

5(月) ４ 馬橋支所
= ■㎜㎜ ㎜㎜　 ㎜

6( 火)
一一一一一 一一一一一･-
｜ 六 実 支 所

㎜　　　 ㎜ ㎜　 X J ･ ■ J

6 ㈹ 一一　　－ｊ 小 金 支 所

7(水)・21(水) こ常盤平支所

7(水)・21( 水)

㎜㎜一-

新 松 戸 市 民 セ ン タ ー

４ 一一 一一一 一一 － － 一 一一一

8(木)・22休) 1小金原市民ｾﾝﾀｰ

痴ほう介 護相談
冫yり&.,CJ. 丶々 /.QSX ぷ丶ぺ. ♂....♂宀.丶.M,丶,

23 蚩
¶ry ゝ､- 7y 丶 丶r･4 ゝ､,W内心7 丶丶ゝ ･r . ･ゝ ､ ･ ･酋丶

午 後1 時 ～3 時 賍会福祉朧經

ゆ う ま つ ど

こ こ ろ の 相 談

(予約 制)

ゝ､y　la 丶χy.Qyλ丶卜χ,7V. ゝWX,χ友心亠.♂

第1
～
第4 月 曜 日

X..&冫丶丶り 乱.ゝぷ4 ♂....乙叭.1.ﾑy 丶yゝ ・　/　　 ・

午 前10 時
～
午 後4 時

一一 一一一　- ‥ 一一 ‥ －

/･y,A 丶･, W6 ■■･ 丶､･ ､ゝ , i , l  ,ゝ･　 〃･,, 、

＝
女 性 セ ン タ

ー

（ 相 談 室 直 通 ）

？363-0505

一一　一一
第2 ・ 第3 木 曜 日

第1木曜日 午後2時～8時

女 性 就 業 相 談
y丶Q 心〃r 丶y丶y､いに余､.呎y~a､ ゝ友7W4. αぷ心丶

火･ 金 曜 日
Q丶~心 ﾎﾟ･四ふ べ ぷ口友 四, ぷ ♂甌丶ゝ ぺ,･　 呵4 ,a
午 前10 時 ～ 午 後4 時

悩 み ご と 相 談

x囑､Sa泡心乱ｍ 刄 笳皿 皿i沁｡一匳

6（火 ）　　 ｜

.yヾ4yλ&2~s-~､χ.J~WJ 余 乙,..α..4皿 η心
午 後1 時30 分 ～

午 後4 時30 分

W, 纐､Q'《 言ぷぷ 卜゙..ﾝ町､茆･iゞ,4心 衣S､- ぷ6M･ 'ヽ ん゛y,K,MS y

女 性 セ ン タ ー ，

S364-8778

就 学 相 談 序 約 制 ）
丶　　 ･ / / 丶 r 八 ヾ r 丶 丶 　 ヾ y

月

～

金 曜 日

･y丶ゝヾ　・　　 ゝ･r心･ゝ 　　 ゝゝ

午 前9 時 ～ 正 午 ・

午 後1 時30 分 ～4 時30 分

教育研究所(相談専用)

？366-7600藪 菁 和 談 て 芋 葯 制y

- 一一 一一

青 少 年 相 談( 電 話)

心 欧心 皿 四附冫&y友 皿 冰丶 匹XIW

月 ～ 金 曜 日

百箭8時30百万 “^

午後4時30分
こ ども課
？363-7867

青少年相談（来所）〔 予 約 制 〕

唹四､､･ 皿､c､･.ｽﾞ､.匹s七｡皿2 四

午 前9 時 ～ 午 後5 時

皿 笳皿nMm 四皿､amy 公羮皿 ぴ
こ ど も 課

？366-7464

森のホール21 ・　，．

松 戸 市 の 市 外 局 番 はj……….7 ='で す

文化ホールギャラリー　　　　　　　367-7810

21世紀の森と広場パークセンター　　　　　　？345-8900

○お気軽にご相談ください　２月の相談あんない○　　※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません

。

松戸駅市民ギャリー　　　　　　市社会教育課？366-7462

博物館　（21世紀の森と広場内）　　　　S384-8181


